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ナ ザ レの イエ ス

大管長 ス ベ ンサ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

_年 の この季節に，私 たちは主イエス ・

キ リス トの誕生 を祝 います。数年前，

キンボール姉妹 と私はハ ワー ド ・W・ ハ ン

ター長老御夫妻 と共に，聖地 を訪れ ました。

そこでの クリスマスイブに，私たちは世界

中か ら集 まった何千 という宗教家やキ リス

ト教に興味を抱いている人々 と行動を共に

しました。私たちは身をかがめながら小 さ

な入口を通 り， キ リス ト降誕の聖堂 に入 り

ました。そうして徐 々に，い くつかの教会

に よって飼い葉おけのあった救い主誕生 の

聖所 と言われているほ ら穴へ と進んで行 き

ました。

そこに立ち止 まって コ.ンクリー トの床に

埋め込まれた金属性の星 を見ていると，い

つの間にかその星は消えて，ほ ら穴の中に

は粗末な飼い葉おけが見 え，そのそばには，

産着に くるまれた幼子 をや さしく見守 る美

しい女性 がい るような気がしました。幼子

はすでに産湯 を浴び，塩で体 を清めてもら

ってから，四角い布の上に置かれていたの

でしょう。その布は幼子の両脇に巻かれ，

足の ところで上の方に折 り返 され， そのま

わ りは新生児用の帯でや さしく結ばれてい

たと思われます。両手は脇に しっか りつけ

ておかれたのでしょうが，時々は布 を解か

れ，体にオ リ=ブ 油を塗って もらった り，

ギンバイカの葉の粉末 をはたいて もらった

りしたに違いあ りません。その ようなお く

るみの中でじっとしていたのであれば，エ

ジプ トへの旅の時にも世話がかからず，幼

子はそのまま母親に背負 ってもらうととも

できたでしょう。

幼子 イエスの誕生は何 と喜ぶべ きことで

しょうか。 しか し実際，私たちはイエスの

なされた様々な経験以上に，このイエスの

誕生 を大切 なものとして とらえているでし

ょうか。私たちの生活の中で，誕生は最大
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の出来事 となっているでしょうか。私 たち

は自分の生まれてきたわけ を， 自分の誕生

の意味 を問 うてみる必要があるのではない

でしょうか。

これ までに，無数の人々が生 を受けてき

ました。

カインが生まれ ました。 しか しその最期

をどのように終 えたかは不明です6彼 は ど

のような生涯 を送ったのでしょうか。

ネロが生 まれました。 しか し彼の生涯 は.r

決 して正当化 され るものではあ りませんで

した。

ア ドルフ ・ヒ トラーが生まれました。彼

の生涯はどうだったでしょうか。大勢の人

人がダハ ウ(西 ドイツ， ミュンヘ ン付近の

ナチス捕虜収容所)や 他の拷問室 で餓死 し

ていきました。

確かに，人は死 にます。すべての人が死

にます。大勢 の人が，名声 を得 ることも賞

賛され ることもな く，人知れず死 んでいき

ました。では，彼 らはその創 られた目的を

満 たして死んでいったのでしょうか。確か

に，人の死や死ぬ時期はそれほど重要なこ

とではあ りません。しか し，人は罪のある

まま死ぬようなことがあってはならないの

です。ノアの大洪水以前の多くの人々は，

洪水にの まれて罪のあるまま不名誉 な死を

とげました。

キ リス トの死， この死こそ重要な意味 を

持つ偉大な死です。キ リス トは，復活の道

を備 えるために， また完成への道 を示すた

めに，そして昇栄への道 を教 えるために，

私たちの罪の賄い主 となって亡 くなられま

した。キ リス トは 目的を持ち， 自らの意志

で亡 くなられたのです。貧 しく生 まれなが

ら，キ リス トの生涯は完全な ものであ り，

その模範は人々の賞賛 を集めずにはいませ
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んで した。キ リス トの死 を通 して道が開か

れ，.すべての人々にあらゆる良 き祝福，賜

が与 えられることにな りました。

キ リス トは，恐 らくもっと早 く亡 くな り，

御 自.分に求め られている第一のこ と，つ ま

り復活 と不死不滅 を達成することがで きた

・はず です。、しか し，完成への道 を確 固たる

ものとするために， たとえ危険に満 ちた人

生であっても，長 く生 きなければな らなか

った、のです。

30年 以上 もの間，イエスは危険に身をさ

らしなが ら生活されました。ベ ツレヘムの

幼子 をすべ て殺す ように という恐ろ しいヘ

ロデの命令に始ま り， ピラトによって無慈

悲に も残虐な群衆に引き渡 されるまで，イ

エスの身には絶えず危険がつ きまといまし

た。そ して最後には銀貨30枚 という報奨金

がつけ られたまま，危険に満 ちた生活を余

儀 な くされ ました。イエスをそのような生

活に陥れようとしたのは，イエスに敵意 を

抱 いている人々だけではありませ んで した。

友 でさえイエスを見捨て，サ タンとその仲

間たちはたえず イエスにつ きまとったので

す。しか し，若 くして亡 くな られた後 も，

イエスは弟子たちをもっ とよく訓練 しない

うちは地上 を去 ることができない と思われ

たので しょう。イエスは40日 間地上 に留ま

り，使徒 たちを指導者 として訓練 し，人々

を聖徒 としてふさわ しくあるよう整えさせ

られました。

イエスの生涯を見てみる と，予言の成就

を見る思いが します。予言の通 り，イエス

は 「悲 しみの人で，病 を知 って」(イ ザ ヤ

53：3)お られました。イエス御 自身，喜

びだけで悲 しみ を経験 されなかったとした

ら，いかに人々を立派に導 き，私たちに主

の戒めに従 う方法 を示すこ とができたで し



ようか。だれかが，な し得ることを証 明し

なければ，.どうし.て人間が完全になれるこ

とな ど理解 できるでしょうか。そこで， イ

エスはその全生涯 を， 日夜試練に立ち向か

いなが ら歩んで行かれたのです。

しか しイエスの 日々の生活は，イエスの

力 と能力，強 さを立証するものでした。誕

生の時か ら，イエスの生涯は試練に満 ちた

ものでした。何の設備 もない，普通 のイス

ラエル人の家庭にあるような飼い葉おけの

中でお生 まれになったイエスは，招かれざ

る客で した。客間には彼らのいる余地がな

かったのです。(ル カ2：7参 照)

幼 くして， イエスは尊 い命 を守るため に

遠 い国へ と連れ去 られねばな りませ んで し

た。それは恐 ろしい急を要す る危険な旅で

した。まだ母の乳 を飲んでいたと思われ る

幼子にとっては，辛 く苦 しい旅だったでし

ょう。旅の途中には砂嵐 もあったで しょう。

疲れ も出た.でしょうし，食事や 習慣 の違い

もあったことでしょう。異郷の地でいろい

ろな困難に出会 ったに違いあ りませ ん。ナ

ザ レへ.の旅はこれ よりさらに長 く厳 しい も

ので した。 これもまた冷酷な支配者か ら逃

れ るためのものでした。

イエスの試練は とどまることがあ りませ

んでした。イエスの兄弟ル シフェルは，イ

エスがわずか12歳 の少年 であった時に語 っ

た言葉を聞いていたに違 いあ りません。イ

エスはこの よ.うに言 われ ました。 「わたし

が 自分の父の家にいるはずのこと.を，ご存

じなかったのですか。」(ル カ2：49).そ れ

から，イエスをつ まずかせ ようとす るサ タ

ンの試みが始 まったのです。前世におけ る

ふた りの出会いは，同じ条件下 にあ りまし

た。 しか し，年若いイエスに比べ，今やサ

タンは熟練 していました。サタンは巧みに

け しかけ，力を伸ば していこうとする救い

主 を滅ぼそ うと企て ました。

しかし彼のいかなる要求も，頑強に拒否

されてしまいました。 「サ タンよ，退 け。

『主なるあなたの神 を拝 し
，ただ神 にのみ

仕えよ』 と書いてある。」(マ タイ4：10)

イエ スの生涯 は， どんなに孤独な寂 しい

ものだ ったで しょう。イエスには もはや個

人 として.の生活 などとい うものはあ り得 ま

せ んでした。奇跡 を行な うたびに， イエス

はいやされた人々にこう言われました。「何

も人に話 さないように， 注意 しな さい。」

(マ ルコ1：44)し か し，イエスの祝福 と

御力 を受けた人々は出て行って1そ のこと

を広 く人々に伝えたのです。そのため 「イ

エスは， もはや表立 っては町にはいること

ができな くな り，外の寂 しい所にとどま.っ

てお られ」(マ ル コ1：45)ま し.た。
.イ
エスの語る言葉はどれも反駁 され，「な

ぜ断 食 しないのか」 「なぜ 弟子たちは清 く

ない手で食するのが」.「なぜ病 人 を癒 して

安息 日を破 るのか」 といった原則の一つ一
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つを弁護 しなければな りませんでした。指

導者たちは，安 息 日に病人を癒 したこ'とで，

イエス を殺そうとしたのです。

.イエスを敵視す る人々に どって，それは

イエス をつ まずかせ る十分な理由 とな りま

した。イエスの友でさえそ うでした。この

ように記 されています。 「イエスを取 押 え

に出て きた，気が狂 ったと思 ったか らで南

る。」(マ ル コ3：21)

イエ スは どこに情け を求めることができ

.たでしょう.か。御父.からの個 人的な慰めを

受けるために，た：びたび山に登 られたのは

そのためだ?た のでしょう均・。イエスは信

頼できる人もな く1行 く所 もないまった く

孤独な寂 しい状態の中にあ りました。 イエ

スはこのよ うに言 っておられます。「きつね

には穴があ り，空の鳥には巣がある。 しか

し，人の子 にはま くらする所がない。」(ル

カ9：58)こ う してイエスが丘へ登 られ る

と，その後には人々が続 きました。海 を渡

られると， そこには群衆が待 ち受け ました。.

また船 の中で横 になっていれ ば， 「わたし

どもがおぼれ死んでも，おか まいにな らな

いのですか」(マ ル コ4：38).と 荒 々 しい

批判的な言葉でたたき起 こされる始末です。

また死に向かって歩んでおられる時でさ

え，御 自分の選んだ十二人の使徒 たちにこ

のように言わなければな りませんでした。

「あなたがた十二人を選んだのは，わたし

ではなかったか。それだのに，あなたがた

のうちのひとりは悪魔である。」(ヨ ハネ6：

70)そ れか らの毎 日を， イエスは裏切 り者 ・

と共に歩まれました。

死が間近 に迫っているこ とを知 りなが ら

の逃亡，そ してその 日を待つ イエス。どん

なにか孤独で不安な 日々だったでしょう。

イエ スはユダヤ人たちが 自分 を殺 そうとし
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ていたので，ユダヤを巡回 しようとはされ

ませ んでした。(ヨ ハネ7：1参 照)

イエスは身分 を隠 して行こうとされまし

た。 しか し隠れていることが できませ んで

した。(マ ルコ7：24参 照)

イエスが最 も心 を痛めたのは，郷里に帰

られた時です。イエスを迎える何 の祝事 も

な く，待 ち受 けていた ものは人々の好奇心

と否定的な態度だけで した。「この人は大工

ではないか。マ リヤのむすごで……」(マ ル

コ6：3)ど こにでもいるひ とりの少年 と

い うのが人々の見方 でした。

イエスはその身に報奨金 をつけ られ，常

に身体の危機に直面していました。人々は，

刑に処するために イエスの居場所 をつ きと

め るよう命 じられ ました。死の影はイエス

の前に後に，そ してイエス と共についてま

わりました。たったひと言 でいちじくの木

を枯 らすこ とのできるイエスが，御 自分の

敵に対 してのろいの言葉 を抑えることは，

どんなにかむずか しか ったに違いあ りませ

ん。 しか しイエスは彼 らのために祈 られ ま

した。抵抗 し，仕返 しをす るのは人の常で

す。主の ように無礼 を受けて立つ ことは神

の業 と言えるで しょう.。イエスは絶えず試

され ました。すでに知 っていた裏切 り者の

接吻 を受けた時 も，イエスは抵抗 しようと

は.されませ んで した。邪悪な群衆 に捕 らえ

られた時 も， イエスは忠実な使徒ペテロに

御 自分 を擁護 させ ようとは され ませんでし

た。その忠実 な使徒ペテロは，実際命 をか

けてもイエスを守ろうとしたのです。

命 じさえすれば，天の使 いたちを十二軍

団以上 もつかわす ことがで きたにもかかわ

らず， イエスは身をゆだね られ， そばにい

た勇敢 な使徒たちに，御 自分の弁護 をひか

えさせ られました。そしてイエスは何の抵



抗 もせずに，虐待 を受け られたのです。「汝

の敵 を愛せ よ」(マ タイ5：44)と は ，イエ

スのみ言葉 ではなかったで しょうか。

人々が顔につばをは きかけた時 も，イエ

スは気持 ちを抑えて，静かに威厳 を保 って

立 ってお られました。終始心穏やかで した6

人々はイエスにつ らくあた りました。 しか

し，イエ スの口かち怒 りの言葉は何ひ とつ

出ませ んでした。人々はイエス.の顔や体 を

打ちました。それでもなお，イエスはおび

えることな く，確 固として立っておられま

した。

イエスは.もう一方のほおを向けて打たれ

ることによ り，御 自分の教 えを文字通 り実

行 されたの.です。それで もイエスは決 して

す くむ ことがな く，拒否す ることも反駁 す

ることもなさいませ んで した。報奨金 目当

ての証入たちが， イエ スについて偽 りの証

言 をして支払いを受 けた時でも，イエ スは

彼 らを非難 されることはあ りませんでした。

彼 らが イエスの言葉 を曲解 し，その意味を

誤 って解釈 していて も，イエスは心乱 さず，

心穏やかで した。「迫 害す る者 のために祈

れ」(マ タイ5：44)と は ，イエスのみ教え

ではなか ったでしょうか。.

地 上でただひとり，この世 とその中にあ

るすべての物を創造 された方，後にそのた

めに御 自分が売 られることとなった銀貨の

銀 を作 られた方， とば りの両側か ら御 自分

の擁護者 をつかわす ことのできた方は， じ

っと忍耐され苦 しみを受け られたのです。

「バ ラバ をゆるして くれ」(ルカ23：18>

とバ ラバの釈放 を求めて叫ぶ人々に対 して

も，イエスは何 も言われませんでした。彼

らが 「十字架につけよ，.彼を十字架につけ

よ)(ル カ23：21)と イエス を殺 す ように

叫んだ時でさえ， イエスは憎 しみや非難の

言葉，悪意ある言葉をかけようとはされま

せ んで した。ただ心穏やかに しておられま

した。 これは神 と.しての威厳，力，.克己心，

つつましさを表わすものです。群衆の 「バ

ラバの代わ りにキ リス トを!」 とい う叫び

にバラバは許 され，キ リス トが十字架にか

け られました。最悪の者 と最：善の者，義入

と悪人，聖なる者が十字架にかけられ，堕

落 した悪 人が許 されたのです 。しか しなお，

イエスは恨むことも，悪 口を浴びせ ること

も，非 難す るこ ともなさいませんでした。

イエスの試練はなお も続 きました。無実

がは っきりしているに もかか わらず， イエ

スは罰せ られました。悪意ある人々が，純

粋 な聖い御方，神 の御子 をむち打 ったので

す。イエスのただひと言で，敵対す るすべ

ての人々は地に倒 され，無力になったはず

です。彼 らは皆滅び，ち りや灰 と化 したこ

とでしょう。に もかかわらず，イエスは ピ

っ と苦痛に耐 えられ ました。

そして，いば らの冠。 どんな苦痛があっ

たことでしょう。それでもなおイエスはあ
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のような素晴 ら言しい落 ち着 ぎを保 ってお ら.

れ ました』あのような素晴 らしい力 を，心

を抑える力を備 えておられました。それは

想像 を絶す るものです。

いばらで傷ついた傷 口か ら流れ出る血，

その血を人々は待っていたのです。彼 らば

このように言 ったのです。 「その血の責任

は，われわれ とわれわれの子孫の上にかか

って もよい。」(マ タイ27：25)も はや何 も

の も彼らを止めることはで きませんでした。

彼らは流血 に飢えかわいてお り，その欲望

を満たそうとしていたのです。`はりつけは

それ を満たす もので した。 しか し彼 らは ま

ず加虐的で残酷 な欲望 を満 たすために，イ

エスの神聖 な顔 に汚れたつ ばをはきか けた

のです。

そして彼 らは，傷つ いて血のにじんだ痛 、

痛しいイエスの体に， は りつけにす るため

の重い十字架 を背負わせ，運ばせ ようとし

ました。彼 らの強 じんな背中には何 も乗せ

ず，彼らはただ，汗を流 して重 い十字架を

引きず りなが ら運んでいく無力な犠牲者 を

見つめるだけで した。 イエスは本当に無力

だったでしょうか。天の十二軍団の使 いた

ちは，まだイエスの命 を受けていなか った

のではないでしょうか。 したがって天の使

いたちはまだ剣 をさやか ら抜いていなかっ

たのではないで しょうか。天の使いたちの

苦悶 を知 りながら，イエスは御 自分を援助

し，助けに来 るのを止めてお られたのでは

なかったでしょうか。

イエスはただひ とり進んで行かれました。

イエスの柔 らか な，震える手足の肉に釘が

打ち込 まれます。苦痛は増 していきます。

十字架が穴の中に立て られ，手足の肉が裂

けます。何 という苦痛で しょうか。さらに，

体が地面に落ちて生き返ることのないよう

6

に と，手首に も釘が打 ち込 まれました。.

野次馬たちがそば を通 り，意地悪そうな

目でイエスを見上げなが ら様々な悪態 をつ

き，嘲弄 していきました。 「他 人を救 った

が， 自分 自身を救 うことができない。」(マ

ノレコ15：31)

体 に傷や あざもな く， もとの完全な状態

で十字架か ら降 りて来 るこ とのできた主に

とって，それは どんなに大 きな誘惑だった

でしょうか。 またどんなに大 きなチャレン

ジだったでしょう。 しか し，イエスは決心

し，御 自分 に与えられた使命に直面 して苦

しみの 中に血の汗 を流 されたのです。その

使命 とは，前進 し，あらゆる侮辱 を耐 え抜

いて死 を迎 え，まさに御 自分 を苦 しめ た人

人やその子孫たちに，忠告に聞き従 う時に

生命をもた らす とい うものでした。

今や，年若 くしてこの世の生活 を終 えよ

うとしているイエスは， 自らの心 を抑 え，

人々に御 自分の力を 「示そ う」 とする誘惑

を克服 され ました。荒野で，山頂で，神殿

の頂 きでイエスを試そうとしたルシフェル

は， 自分の手下 どもを扇動す るのにや っき

になったに違いありませ ん。彼らは同じよ

うな策略 を使い，同 じような言葉 をはいて

います。「あな たがユ ダヤ人の王なら， 自

分を救いなさい。」(ル カ23：37)十 字 架に

かけられた泥棒 は，「あなたはキ・リス トでは

ないか。それなら，自分を救い， またわれ

われ も救 ってみ よ」(ル カ23：39)と 言 っ

て イエスをあざけ りま した。あたりは，イ

エスを迫害することなど罪 とも思 っていな

いような人々で取 り巻かれていました。刺

しゅうの施 された長 い衣服に身を包んだご

う慢な説教者，品位 を落 とした俗悪な指導

者たち，彼 らもまた怒号 し， わめき立て，

嘲弄 しました。



こうして最期の時が来ました。大勢の入

人に囲 まれながらもイエスは孤独でした。

助けに行 こうと待機 している天の使 いたち

と共にあ りながらも， イエスは孤独 でした。

心からの同情 を寄せ なが らも，御子が流血

の曲が りくね った道をひ とりで歩かねばな

らないことを知 っておられた御父 と共にあ

って も，なお イエ スは孤独 でした。孤独な.

ま ま.，死 を前に して熱っぽい体 で力尽 きよ

うとしているイエ スはこう言われました。

「わが神，わが神， どうして わ把しをお見

捨てにな ったのですか。」(マ タイ27：46)

イエ スは苦 き杯 を飲む力を求めて，ひ とり

園に行 っておられたのです。

イエスは 「敵 を愛せ よ」(マ タイ5：44)

と言 われ ました。今やイエスは， 人が 自分

の敵 をどれだけ愛せ るものかを示 して下 さ

いました。イエスは，御 自分を釘で打ちつ

けた人々のために，十字架にかか られたの

です。イエスは死に臨んで，いまだかつ て

だれひ とり経験 したことのない苦痛 を味 わ

われました。それで もなお，この よっに言

われたのです。「父 よ，彼 らをおゆるしく

ださい。彼らは何 をしているのか， わから

ずにいるのです。」(ル カ23：34)こ れ が最

後の言葉，最後になされたことでした。御

自分 を殺そ うとした人々，御 自分の流血を

叫び求めた人々を許す とは何 と素晴 らしい

ことで しょ う。イエスはこう言ってお られ

ます。「迫害す る者の ために祈れ。」(マ タ

イ5：44)こ こで，イエスは彼 らのために

祈 られたのです。イエスの生涯は，み教 え

の完全な模範でした。 「それだか ら……あ

なたがた も完全な者 とな りなさい。」(マ タ

イ5：48)こ れ は私たちに対す る戒めです。

イエスは，命 と死 と復活 をもって，私 たち

に確かにその道 を示 して下 さい ました。

完全にな.るためには，復活 と命，死が重

要 な意味 を持 ちますが，誕生 もまたそうで

す。 これ を心に留めて，再び思いをベツレ

ヘムに，現在のベ ツレヘムに向けてみ まし

ょう。私たちのグループは，他 の大勢の人

人 と押 し合いへ し合いの状態で動 き回りま

した。そして危 うく人々の体や顔の波にの

みこまれそ うにな りました。そのような中

で，私 たちがそこを訪問 した神聖な目的に

思いをはせ ることは， とて も困難で した。

実際，その丘の上には，私たちに敬慶さを

かき立たせ て くれるものや，ひ とり思いに

ふけ りたい と思 う気持 ちを満た して くれる

ものは何 もあ りませんで した。

私 たちはタクシーに乗 り，羊飼いの野 を

見渡せ る丘にや って きました。小さな谷間

を見下 ろす と，そこにはボア ズとルツの畑

があります。そして眼前には，かつて羊飼

いたちが羊の番 をしていた起伏に富んだ土

地が広が っています。丘の頂 きには，その

小さな谷へ と続 くほら穴があ ります。伝説

にあるように，羊飼いたちはそこで寝泊 ま

りし， あの記念すべ き夜 を見守っていた

のです。入 口の広 いそのほ ら穴は，羊飼

いたちを夜の寒 さか ら守 って くれました。

そ して羊飼いたちはほ ら穴か ら羊の群れ を

見守 るこ とができたのです。ベツレヘムの

近 くで私 たちだけになれた唯一のそり場所

で，私たち4人 は谷間を見つめ，そして暗

やみの中に立 ちなが ら，羊飼いたちが した

ように星空を見上げ ました。

あの晩，天 の軍勢は賛美の歌 を歌わなか

ったで しょう.か。私たちも，心の奥底に浸

み入る調和の とれたかすかな調べ を聞いた

ような気が しまし』た。忘れられない美 しい

調べ，「い と高 き とこ ろでは，神に栄光が

あるように，地の上では，み心にかなう人
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人に平和があるように」(ル カ2：14)と

い う時代 の叫びが，斉唱されて聞こえて く

るようでした。

天か らの調べが私たちの心 と溶け合った

時1私 たちは4人 で歌いました。 「むか し

ユ ダヤの野辺に，歌聞け り牧羊者…・コ(讃

美歌199番)歌 い終わってか ら，私 たちは外

套にしっか り身 を包み，星空の下 に身を寄

せ合い，ひとつ となって立ちました。そし

て肉体的，精神的，霊的，情緒的に一致 し

ながら，親 しく語 り合い.ました。空に光 り

輝 く明 り以外何の照明 もな く，私 たちの静

かなささや き声以外物音ひとつ しない中で，'

私 たちには御父が とて も身近 に感 じられま

した。御子 もそうでした。私たちは祈 りを

捧げました。一 人一入の声 というよりは一

致 した声で，私たち4入 の心からあふれ出

る愛 と感謝の気持 ちを述べ ました。そして

その祈 りは，その晩の全人類の祈 りに加 え

られたの.です。

私たちは感謝の祈 りを捧 げました。そ し

て愛の心 を伝 えました。敬慶 さによって豊

かにされ，天か らの触知できない力によっ

て柔らげられたかすか な声で，ちょうどダ

ムの後ろ.に長 い間せ き止め られていた水が，

水 門を開けて放たれた時のように，私 たち

の口か らは真心か らの感謝の祈 りの言葉が

あふれ出ました。父 よ，私たちはあなたが

確かに生 きてお られ ることを知って感謝 し.

て います。ここでお生まれになった幼子が

確かにあなたの御子であったことを知 って

います。あなたの教会のプログラムが真実

であ り，昇栄に導 く実行可能なものである

ことを知 って感謝 しています と。それか ら

私 たちはイエスを信 じていること， イエス

を愛 していること， イエスに従 うことを祈

りに加えました。そしてイエスの 目的 とさ

れることに対 して，私たちの命 を，私たち

のすべてを捧げるこ.とを心新 たに誓い まし

た。

その時か ら何年かが経ちました。しかし

いつ もこの麗わしい季節 になると，私たち

は 自らを主のみ業のために捧げようと決意

を新 たにす るのです。そ して私たちの主，

救い主である神の御子 イエス ・キ リス トの

生涯 とみ教 えに対 して，あらゆる人々 と共

に喜び と愛 と感謝の祈 りを捧げるのです。

ホ ー ム テ ィ ー チ ヤ ー へ の 提 言

1.救 い主の存在が 日々の暮 らしの中で ど

のように生 きているか とい うことにつ

いて，体験を述べ る。あるいは聖典 の

中か ら，救い主の入類への愛 と思いや

りが美 しく描写されている部分を話す。

2.救 い主の生涯 と使命について，何かの

きっかけがあって急によ く理解できる

ようになった といったことが よくある

ものである。そうした経験 を家族 に紹

介 して もらう。

3.救 い主の生涯について毎 日学ぶことに

より主 をよく知 り，主が望んでお られ

るような生活が送れるように励 ます。

4.こ のメッセージの中で，家族に読んで

もらいたい聖句や言葉がないだろうか。

このメッセー ジの中の聖 句以外に参照

できる聖句はないだろうか。

5.前 もって訪問先の家長 と打 ち合 わせ て

お くと， もっとよい話 し合 いができる

のではないだろうか。
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主 を敬 う

ジ ョ ン ・ソ ー ン ダ ー ス ・ラ ン ドバ ー グ

私 たちはクリスマスを数 畷 に搬
た家庭の夕べ に，ひ.とりの独身の

姉妹 を特別ゲス トとして招待 しました。

招待 した理由について，私はみんなの

前でこう彼女に話しました。.「マ リー，

私たちはあなたの 日頃の行ないを見て，

あ.なたは救 い主を愛す る人だなって思

ったの。 クリスマスの家庭の夕べには，

本当は救い主御 自身を招待 したいんだ

け ど，それは無理で しょう。だか ら救

い主のようになろうと一生懸命頑張っ

ている入を とい うことであなたのこと

を選んだのよ。」

マ リーはいろいろ問題 を抱えてはい

ましたが，静かに人のため に尽 くす人

で した。子供たち一人一人の感謝の言

葉に，マ リーの 目か らは涙があふれま

した。そして8歳 の息子の番になった

時，今度は息子の方が胸がつ まって何

も言 えな くなってしまいました。この

子 は年 の初 めに読み方が遅れていたの

で，マ リーに頼んで夏の間ず っと勉強

を見て もらったのです。 しか し彼女は，

お金 を全 く受け取 ろうとしませんでし

た。数 カ月たった今，息子 の成績は上

がっています。

部屋にいた人たちは皆，息子が何を

言いたいかがよ くわかったことでしょ

う。その時，部屋はみたまにあふれ，

あたか も救い主が降 りて来 られたかの

ようでした。

私 たちはこの経験か ら， クリスマス

にはこれか らもずっ とキ・リス トのよう

な人を招待 しようと思っています。そ

の人を通 して私 たちも高め られ，キ リ

ス トと似 た者になろうと努力す るよう

になるか らです。.

9



祈り続けなさい
管理監督 会第一副監督

H・ バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン

1980年3月2日 ，ブ リガム ・ヤング大学14ス テ「キ部の

ファイヤサイ ドにおける話

人 生における最も偉大な目的とチャレン
ジは，救 い主について学ぶ ことです。

主の戒めを守 り，主に従 って生 きるな ら，

主 を知 ることがで きるようにな ります。主

に対す る知識は主 を証す るこ とによって強

められていきます。戒め も守 らず，主 を証

す ることもせ ずに， 人生 の真の目的を達成

することはで きませ ん。世には数多 くの素

晴らしい事柄 をしなが らも，救い主 とその

使命について証す ることので きない人が大

勢 います。

正 しい生活 をして行 こうとす る時，私 た

ちは皆，試し，失望，落胆そ して挫折 を経

験 します。問題は次か ら次と絶 えることが

あ りませんが，それが当 り前のようにも思

えます。それはすべての入に言えることで，

だれひ とり問題を避 けて通 るこ とはできま

せん。ア リゾナ州で監督や ステーキ部長 の

職 にあった時のこ とです。正直言って私は

教会幹部 と呼ばれる人々には何 も問題がな

く，教会の管理運営以外には何 も頭 を悩 ま

せ る問題のない，非常に幸福な方々だ と思

っていました。 しか しその後 自分が教会幹

部 に召されて初めて，彼 らも皆， 自分 自身

の生活，家族のこ と，健康上のこ とな ど，

数 多 くの問題を抱え，その解決のために最

善 の努力をしているのだ とい うこ とがわか

りました。 しか も私な どには とて も耐えら

れないよ うな試練なのです。

キンボール大管長の健康上の問題は，私

たちが皆， よく知 っているこ とです。何年

か前に管理監督会の責任 に召された時のこ

とです。私たち新たに支持された幹部は，

聖任 の儀式 を受けるために神殿内の一室 に

招かれ ましたが，それに先立 って，当時十

二使徒定貝会会長の任にあったキンボール
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大管長が祝福 を受け ることになっていまし

た。 というのは，大管長はその数 日後に心

臓手術 を受け る予定だったのです。

椅子に座 り，使徒 たちから頭に手 を按か

れたその姿を見て，私は 「この試練の道を歩

んで きた人が，ど うして今になって心臓手

術 を受けなければならないのだろうか。」 と

思い ました。 もし主が望 まれ るなら，彼は

たちどころに癒 されるはずです。なぜ主が

そうなされないのか;私 には理解 できませ

んで した。しか し，..今 となってはその疑問

も解 けました。皆 さん もきっとそうでしょ

う。そうです，主.はひ とりの使徒 を予言者

となすべ く備 えてお られたのです。主が必

要 としておられた予言者，大管長は，主の

み言葉に耳を傾 け，みたまのささや きを聞

き，それ を受け入れ る人だったのです。

私たちが皆，耐 えず試練 を受 けているの

もそれ と同 じ理 由に よるのです。主にさら

に近づ き，すべての ことで主に頼む ように

なるには，こうした経験が必要なのです。

それが，主が私 たち一 人一人に望んでお ら

れることであ り，ほかの何にも増 して，主

は私たちが主御 自身 を知 るように願 ってお.

られ るのです6

主 が祈 りを聞いて下さるとい う.ことに確.

信 が持 てない，あるいは主の存在 を身近に

感ず ることが できない，罪の意識にとらわ 、

れて， 自分はふさわ しくないと.いうような

思いがあったとしたら，なかなか祈 るこ..と..

は で きないか も知れ ません。どのような理

由があるにせ よ，そのような祈 りは本来 あ

るべ き姿の ものではあ りません。.

ひ とりになってひざまず き， 自.分に とっ

て本当に大切 なものを主に祈 り.求めてみ た

が，思 っていたような答えは得 られなか っ

たというような経験 をしたことはあ りませ

んか。何か特別なことのために何 日も祈 り

続けたが，何 も期待 していたことは起こら

なかった というようなことはあ りませんか。

私はその ような経験 をしたことがあ ります。

昔の ことにな りますが，祈 りを終えて立 ち

上がってはみた ものの，「こんなことをして

一体何になるのだろうか
。神様 は聞いてい

て くれ るのだろうか」 とか，「自分はふ さ

わしくないのかも知 れ ない」「自分 には主

の答えを理解する力がないのかも知れない」

とい うような思いに とらわれて，失望 した

ことが何度 となくあ ります。

前のことですが，祈 るということにつ い

て，その ような失望 を感 じた後で，私はす

でに亡 き人 となっていた父 とのことを考 え

てい ました。父が生 きている時，私 は何か

につけ父の ところに行 って相談す るのが常

でした。父 も私あ言 うことを聞いて くれま

した。決 して完全無欠な人ではあ りませ ん

でしたが，私の話に耳を傾けて くれました。

私が皆 さんに理解 していただ きたいのは，

神の霊の子供がひざまずいて祈 る時，天父

.は必ずそれを聞いて下 さるとい うことなあ

です。和はこの世の中の諸々の事柄 を知 っ

てい ると同 じよ.うに，天父がその子供たち

.のすべての祈 りに耳 を傾けてお られるとい

うことを知 つています。私たちの祈 りは天

に届 くのです。私 たちがた とえ悪いことを

..した.と.して も，神は私たちの祈 りを聞いて
.下さるのです

p

私 は1神 が答えを下 さるとい うことも信

じています。.霊 の子供 たちが語 りかけてい

るの.に，神が それを無視するな どというこ

11
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とは信 じられ ません。神 と私たちとの交わ

りの中にある問題は，私たちすべてが神の

答えをどのようにして聞 くか を理解 してい

るわけではない，あるいはその備 えが でき

ていないということではないでしょうか。

私 たちが 自らその備 えをす るなら，答 えを

受けることができるのです。

人はその一生の中で，時 として神 と自分

との間に石の壁 を築 いて しまうことがあ り

ます。この壁は私たちが罪を悔 い改め よう

としないことによってできるものです。そ

の壁の中には形や大きさの違った石が幾つ

も入っているようです。例 えば，だれかに

対 して不親切 であった ということから くる

石 もあるでしょう。指導者や教師に対する

批判 もさらに別の石 を積み上げることに.な

ります。卑 しい思い，行 ないはより大 きな

石 をこの壁に加 え，不正直，利己心な ども

同様の結果 を招 きます。

壁を造るのは私たち人間なのですが， そ

れでも神は，私たちが祈 り求め るな.らば答

えを送 って下さいます。 しか し，それが私

たちの心の中まで届 くことはあ りませ ん。

私たちが造 った壁にぶつか り，はねかえさ

れてしまうのです。そ して私 たちは，「神

は私の祈 りを聞いてはいない」，「神は答 え

を下 さらない」 などとつぶや くのです。こ

の壁はち ょっとやそっとのことでは動 じな

い場合 も時 としてあ り，それを打ち壊すご，

とが一生をかけての大 きなチャレンジとな

ります。つ まり，私たちは自らこの内なる

器 を清めることに よって，みたまとの調和

を得 ることができるのです。

例 をあげてみたいと思います。だれかほ

かの入か らいや なこ とをされ，怒 りを覚 え

"神の霊の子供がひざますいて祈る

時，天父は必すそれを聞いて下さる

ということを私は知っています。"
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た という経験 はだれにで もあるのではない

で しょうか。そのことが頭 を離れず，その

人に近づ くのもいやにな ります。このよ う

な心の状態を人け不寛容 と言います。主は

互いに赦 し合お うとしないこのよ うな人々

に対 して，非常に強い口調の言葉 を発 して

お られます。何年 も前の こと，私 もこの こ

とでひとつの経験 をしたことがあ ります。

ある人に対 して，私 は裏切 られたという思

いを持ち，その人が きらいにな りました。

その人には近寄 りた くもあ りませんでした。

彼が通 りの向こうか ら来れば，.道の.反対側

に寄 った りして，口を.利.こうともしませ ん

でした。それは本来 もっ と早 く解決 してお

くべ きことだゐた.のですが， いつまで も心
の

をむ しばむままにさせ てしまっていました。

私はその人に対 して良い気持 ちが持てるま

で，そのこ とを祈 り続け ようと心に決め ま

した。その夜，私はひざまず き，主に心 を

開いて祈 りました。 しか し，祈 り終わって

もその人に対す る気持 ちは何 も変わっては

いませんでした。翌朝 も同じように して祈

りました。それ でも彼への気持 ちは変わ り

ません。次の 日も同 じです。そ して毎朝毎 、

晩祈 ったに もかかわらず，1週 間たゐて も，

ひ と月たって も何 も変わ りませんでした。

何度 も祈 り続けた末，私はただ祈 るのでは

な く，全身全霊 を傾けて神に嘆願す るこ と

を始めました。そ して， たとえ主に呼ばれ

ても， 自分 で主のみ前に立ち，主 も少な く

ともそのことにつ いては，私の心 を清いも

のと認めて下 さると，何の疑い もな く確信

できるようにな りました。 しか しそれは，

祈 りに祈 りを重 ねた末のこ とで した。こう

して私の心の中にようや く変化が訪れ，不

寛容の石が取 り除かれたのです。

みたまのささやきを受け，祈 りの答 えを

受け ることが できるか どうかは，私たちが

自分の人生をどう生 きるかにかか っていま

す。誤解のないように もう一度申し上げま

す。天父は私たちの祈 りに答えを下 さいま

す。ただ私 たちに，天父のみ声 を聞 く備 え

がで きていないことが よくあるのです。答

えがす ぐに与えられる場合 もあ ります。 し

か し長い時間 を要す ることもあ り，そこで

落胆 して しまうことがあるのです。

数年前，私は ドイツへ行 くようにとの指

示を受けました。出発 を前にして，私は流

感を長びかせ てしまい，行 くべ きものか ど

うか迷 いました。 しか し，すでに計画済み

のことでもあ り， 多 くの人々が私 をあてに

していたこともあって， ドイツ行 きを心に

決めたのです。ニューヨークか らフランク

フル トへの空の旅 を終えはした ものの，疲

れがひど く，気分 もす ぐれませ んでした。

連れ もな く， ドイツ語 も話せない私はチ と

りあえず空港ホテルに宿泊の手続 きを取 り

ました。私は 自分の部屋に入る前に薬局へ

行 き，スプレニ式のの どの薬を買いました。

それは手の指位の長 さのプラスチ ックの管

をのどの奥に入れて薬 をスプレーす るとい

う，押 しボタン式の小さな容器の物でした。

私は部屋に入 って， しば らく休 もうとし

ました。そしてその薬を使 おうとして，プ

ラスチ ックの管 を口に した時です。その管

がはずれて，め どの奥 に入って しまったの

です。痛みはあ りませ んで した。7セ ンチ

のプラスチ ック管がつかえ.ているというこ

とはわか っていても， 自分 では手の施 しよ

うがないのです。私は管 を取 り除 くために，
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咳をしたり，で きる限 りのことをしてみ ま

した。そして段々心配 になって きました。

命には別状はないだろ うと思 っていたので，

別に死 とい うことは考 えませんでしたが，

私には様々な国々で待 って くれている人々

がいました。それか ら3週 間の間にその人

人を訪問す ることになっていたのです。下

手 をすればプラスチック管 を取 り除 く手術

のために，結局は入院 という事態になる と

いうことを考えた時，私はす ぐに助け をも

らわねばならない と思いました。私はベ ッ

ドの傍 らにひざまずき， 自分が今頼 るべ き

あて もな く，言葉 もわからず，その上医者

も知 り合いも心 当た りがな く，待って くれ

ている人々がいるということを主に話 しま

した。そして， どうかその管を取 り除いて

下さるように と祈ったのです。祈 り終 えて

立ち上がる と，2秒 とたたない内に管がの

どか ら出て来 ま.した。 そうです。祈 りには

す ぐに答えが与 えられるもの もあるのです。

神はいつ も私 たちの祈 りに答えて下 さる

のだろうか と考 えることもあるか も知れ ま

せん。我が家の4番 目の娘が生 まれたのは

22年 ほど前のことです。その出産の後 で，

妻は医者に， これ以上の出産は無理である

と言われました。私たちはそれについて話

し合いましたが， 「私 たちのために備えられ

た子供がまだい るような気がす るの」 とい

うのが妻の言葉でした。それで私 たちはも

うひ とりの子供 を迎え入れることに決めた

のは言 うまでもあ りません。

それから1年 たち，2年 たちしましたが

子供 は授け られ ませんでした。そ して，妻

の口か ら，「とって も素晴 らしいこ とがあ

るの，赤ちゃんができたの よ」 という言葉
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を聞いた時は，実に8年 の祈.りの 日々がた

っていました。そうです。す ぐに答えが与

えられ る祈 りもあれば，長 い長 い祈 りの時

を経て初めて望みがか なえられる場合 もあ

るのです。

みたまのささや きにいかに耳 を傾 けるか

を学び，それを受けるべ く自らを備 えてい

くとi共に，私たちはそのささや きに どのよ

うに従 うか をも学ばなければな りません。

人生の最 も大 きなチャレンジのひとつは，

神のみ言葉 を受 けられるように生活 し，そ

れに従 う勇気 を持つこ と.にあるのです。

皆さんの状況が卑いものか悪.いものか，

それはともか く，私は皆 さんに次のことを

してみ るようにお勧め します。

今晩， もしで.きる人は， 自分 ひとりなれ

る所へ行 き，それができない入 も， とにか

く私の言 うことをしてみて下 さい。

まず，あなたが どなたに向けて祈 りの言

葉 をロにす るのか を考 えて下さい。 という

のは，私たちはひざまずいて祈 り始め るこ

どを急.ぐあま りに， どなたに対 して祈 るの

か を考 えないこ とがあ
.るか・らです。私は よ

く.救い主の絵 を思 い描 くように します.。天

父が どのような姿の御方か，私にははっき

りとはわか りませんが，そ うすることにょ.

って，ひざまず.く時に心 を集中す ることが

でぎるのです6

そ して， どなたに祈 るかを考えながら，

声に出して祈 るのです。小さな声でささや

.くようにして祈 りたい とい うのであれば
，

それ もよいでしょう。 自分の父親に話しか

けるように，心に思 ってい ることを話 して

下 さい。主に対 して偽 りのない態度で臨ん

で下 さい。そして 自.分が話 したい と思って

いることを話 しかけるのです。主があなた

にして下 さったこ とに感謝 して下 さい。主

に信頼 し，あなたの心の中をすべて知 って

いただ くのです。それか ら助け を請い，み

たまを受け ることがで きるのです。主 を愛

してい ることを述べて下 さい。皆 さんの中.

の どれほどの人々が声 を.出して祈 っている

か， またその祈 りの中で主に対す る愛 を述

べているか，私にはわか りませんが， それ

は素晴 らしい経験 とな ります。

祈 った後は，主のみ声に耳を傾けて下さ

い。よ くよ く注意 して聞 くようにしないと，

主の下 さる答えを聞き逃すことになります。

1分 ，あるいは2分 ，5分 ，15分 と祈 って

いなが ら，1秒 た りとも耳 を傾けて聞こう

としない人が時々います。祈 り終わっても，

温かな良い思いが答えとして授けられるま

で，椅子やベ ッ ドの ところでそのまま，1

分，2分 ，5分 ，15分 とひざまずいていて

下さい。そうすれば，主は自分の祈 りを聞

いて下 さる とい うこ と，また主がそこにお

られるとい うこ と.を知 り，主の答えを得 る

方法をようや く見つけたのだ とい う』ことを

悟 ることでしょう。みたまを感 じる人には

素晴 らしい経験が訪れます。

主が天にお られることを証 します。主は.

.私たち.の祈 りに耳 を傾.け
，答えを下 さいま

す。また私 たちは主のみ声 を聞 く備 えをし

なければな りません。私たちは祈ることを

せず.に天父や救 い主であられる御子 を本当

に知 ることはできません。 そして，祈 るこ

とをせずに主のみもとに帰 るこ ともできな

いのです。
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兄が示してくれた愛

観躰 旨 .

響
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.襲

…ll

簾繕
麟 …1…灘…　…

講 綾.

鎚

難灘

口.浸.

私 が人生で最 も素日青らしい喜びを味わ・
たのは，家族が霊的に一体 となって主

の助けを求め，激 しい苦 しみ と闘 っている

私を支 えて くれた時のことでした。私はそ

の時の経験 を通 して，家族 と呼ばれる神聖

な絆が主に よって定め られた理由を知 った

のです。

私は高校3年 生の時に腎臓病にかか りま
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，

した。それか ら数年間，病状 はしだいに悪

化 し，ついに危険な状態にまでな りまし牟。

最善の治療 を受けたにもかかわらず，私 の

腎臓 は両方 ともだめになって しまったので

す。

1968年1月 ，私はワシン トン大学の医療

センターに収容 されました。医者は両親 を

呼んで，私の病状が重 く，一晩 もつか どう

かわからない と告 げました。

父は私の親友 とふた りで灌油の儀式を施

して くれ ました。それか ら母が私の祝福文

をバ ッグから取 り出してその一部 を読み上

げ，証 を述べてか ら私に手渡 して くれまし

た。母は静かにこう・言いました。 「あなた

には大切 な使命があ りますよ。主はあなた

を助けたいと願 っておられるわ。だか らブ

レント， あなたも.がんば らなければね。」母

は身をかがめ ると，おやすみのキスをして

くれました。

次 に父が証を述べ てから私の手を握 り，

胸を軽 くついて言いました。「おやすみ，あ

すの朝 また.会お う。」

こうして私は病室にた.ったひとりで取 り

残されたのです。様々な考えが浮かび，昔

の記憶が よみがえ りました。私の手 も「とに

は祝福文が一通あるだけで した。

私は母の言葉について思いめ ぐらしなが

ら， しだいに夫父の方に心 を向けていきま

した。今 までに感 じた.ことのない気持 ちで

す。私は祈 りました。最初 は，や り残 した

ことの多い自分 の人生 を振 り返 って心苦 し

くな りました。 しか し，続けて祈っている

と心が静まって，あたか も巨大 な重荷が私

の肩か ら取 り除かれたかのように感 じまし

た。平安 を取 りもどしたのです。私は温か

い気持ち と慰め を受け，祈 りが聞き届けら

れていることを知 りました。そ して，すべ

ては うま く行 くという思いがわきあがっ.て

きたのです。

約2週 間後に，私は退隣で きるだけの体

力を回復 し，それか ら7カ 月間は何事 もな

く過 ごしましたが，8カ 月目に人工腎臓に

よる最初の治療 を受 けることにな りました。

しか し，その間もすべては順調 でした。な

ぜな ら，私は真剣になって，イエス ・キ リ

ス トの福音が どの ような ものであるのか見

いだそうとしていたか らです。

私 はモルモン経を読むことか ら始めまし

た。一度 に数時間，あの素晴らしい聖典 を

読んで， モルモン経が真実であ るという証

を得，モルモン経 自体 の持つ愛 を感 じたの

です。今や人生は新 しい意味 を持 っていま

した。まるで暗闇の中に光が さし込んで，

今 まで見 えなかった物がはっきりと目に入

り，理解できたかの ようでした。私 は啓発

され，意識の高揚 を覚 え，導 きを受け，霊

的に生 き返 りました。今思 えば，この時期

は私 の生涯 で最 も重要な時であったに違い

ありません。

当時は人工腎臓の開発が まだ十分に進ん

でいなかったので，費用や機械の不足など

で，治療を受けられる人は限られていまし

た。それを決め る責任は，腎臓センターの

職員 にあ りました。私 も人工 腎臓セ ンター

に申し込み書を提出 しましたが，.条件の面

で少々欠け るところがあったようです。私
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には扶養家族がいない し，一定の収入 も資

産 もあ りませ ん。 しか し私には".私 を励 ま

して くれる素晴 らしい家族があ りました。

そして，医者 もそのことを知 っていました。

家族が非常に親密で助け合っているので，

私のまわ りにはいつで も世話をして くれる

人がいたのです。このため私 は新 しく開発

された家庭用の人工腎臓装置を試験的に使'

え ることにな りました。そして，いつの 日

か腎臓移植の機会 も与えられるというこ と

でした。

それから3年 間，私は人工 腎臓装置の世

話にな りましたが， その間にた くさんのこ

とを学びました。主に対す る信仰 は深 まり，

私の人生を導いて下 さる主のみ手 を実際に

見ているかのようでした。家族 ともさらに

密接に交わ り， 人工 腎臓を使っていたに も

かかわらず，私は以前 よりも日々の生活を

愛するようにな りました。 これほ ど自由で，

これほど幸福感を味わったことはあ りませ

んでした。しかし，私の切なる願いは， こ

の装置か ら解放 されることで した。

私の願いは， ほかの 多くの問題がそうさ

れたように，家族の問題 として取 り上げら

れました。家庭の夕べや家族の個人面接 で，

人工腎臓に代わる方法や，腎臓移植の是非

について何度 も話 し合われました。

私に とって忘れ ることので きない一週間，

それはしばらくの期間離れ離れになってい

た家族が一堂に会 した時のことでした。伝

道，結婚，大学などで，各地に散 っていた

家族が，1970年 の クリスマスに， まるで磁

石で吸い寄せ られ るかのように，再び我が
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家 に集 まったのです。

それか ら一週間，ほ とん どの時間が私の

健康について話 し合 うために使われ ました。

腎臓移植につ いてできる限 りの調査 を行な

い，家族全員が片方の腎臓を私に提供す る

と申し出て くれ ました。

ある日の午後のことです。私は兄弟 たち

とバスケッ トボール を楽 しみ ました。私は

途 中で しば らく休 んで，兄弟 たちのプレー

をながめていました。みんな素晴 らしいス

ポー ツマンでした。 クレイ グはオ リンピッ

クの水泳チームの候補選手になったことも

あ り，今 では結婚 して家庭を持っていまし

た。バ リーは州で最 も優秀なフットボール

プレーヤーのひとりで，今でも傑 出したス

キーヤー として活躍 してい ました。そ して

ケビンは州の高校バスケッ トボールで最優

秀選手のひ とりに選ばれていました。

私はあふれ出そ うになる涙 をおさえなが

ら，心の中でつぶや きました。 「あ りが と

う，みんなの気持 ちだけで十分だ。ぼ くに

は とて もそこまで して もらうことはで きな

いよ。」

クリスマスが終わると，バ リーはブ リガ

ム ・ヤング大学へ， クレイグとその家族は

カ リフ ォルニアにある家へ， それぞれ帰 り

ました。私は伝道活動 に没頭 して忙 しい毎

日を過 ごし，すべ ては平常にもどりました。

ある日の夜 のことです。家族の祈 りを捧

げている時に，思いがけない不思議なこと

が起 こりました。父の捧げた祈 りが終わっ

た瞬間，私たちはこれか ら行 なうべ きこと

をすべて理解 したのです。私 たちは目に涙



「

をためて，心に感 じたことにつ いて話 し合

い ました。そ うです，全貝が同 じ確認 を受

け ました。腎臓移植の話を進めるべ きだ と

い うことです。

振 り返ってみると， この決定をしたこと

が最大の奇跡であったか もしれませ ん。論

理 も個々の感情 も問題ではなかったのです。

私たちはみたまの導きを受けたのですか ら。

その夜，私はプロボに長距離電話をかけ

て腎臓移植についてバ リー に話 しました。

こちらで受けた祈 りの答えについて説明 し，

それについて祈 るように頼み ました。する

とバ リーは即座 に移植の件 を受け入れて，

こう言 いました。「ぼ くは何度 も祈 ったよ。

そしていつ電話がかか って くるかと待 って

いたんだ。」私は6月 になったら来て欲 しい

と言いましたが，バ リーは翌 日，登録 して

いたクラスを全部落 としてす ぐに飛んで来

て くれました。

家に帰ってきたバ リーは， さっそ く医師

の診察 を受け ました。 ところがその診察で，

バ リーの体 はメキシコで伝道中にオウム熱

に対する免疫ができていることがわか りま

した。この免疫がある と，移植後に必要な

薬物治療で特異な反応が起こる恐れがある

のです。バ リーにとっては とて も残念なこ

とですが，彼の腎臓は移植 できないとの診

断が下 されました。

それか ら2週 間後に，私たちは もう一度

特別な家庭 の夕べ を開 きました。そして，

腎臓移植 を進め るべ きだという気持 ちを再

び感 じました。私 は電話 をかけて，今度は

兄 のクレイグ と話をしました。 クレイグも

喜 んで承諾 して くれました。

1週 間もたたないうちに， クレイグは妻

のペニー と1歳 になる息子のジョンソンを

連れて， カ リフォルニアか ら飛行.機でかけ

つけて くれ ました。その 日の午後に私は入

院 し， クレイグは翌 日病院に入りました。

私 たちの名前は，家族の友 人たちの手に

よって，ロン ドンか らロサンゼルスに至る

6つ の神殿で祈 りの名簿に加 えられ ました。

手術の前夜，私の病室で家庭の夕べが開

かれました。私はその場で，移櫃 に伴 う危

険や犠牲を兄に求めることはできないよう

に思 うと，家族に説明 しようとしました。

しか し，父は静かに私の方 を見ると，私の

肩に手 を置いてや さしくこう言い ました。

「家族みんなが感 じているように
， これは

主が望んでお られ ることだ。クレイグはこ

の ことを誇 りに思 っているんだよ。覚 えて

お くんだ，ブレン ト，だれも欠けた りはし

ない，おまえが公園の芝生の上 を満面に笑

み を浮かべて走 り回るのを，家族みんなが

見 るこ とになるんだか らね。」

手術は翌朝の6時 に始 まりました。手術

の前に看護婦が鎮静剤 を打 って くれました。

そ.の日の夜遅 く，私が 目を覚 ます と，すぐ

そばに両親 の顔があ りました。私は病室に

もど されていました。すべては うまくいっ

たのです。

少 しの時間ですが家族 と会 うことができ

ました。 しか し， クレイグが見あた りませ

ん。 「クレイグはどうしたの?， どこにい

るの?」 す ると母がや さしく私の肩に手を

置いて言.いました。「ブレント， クレイグは
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元気よ，あなたの新 しい賢 臓 もね。」母 の

言葉を聞 くと，私は安心 して眠 りにつ きま

した。「ありが とう，天のお父さま……あ り

が とう， クレイグ……ありが とう，家族の

みんな……。」

それか ら2，3日 たちましたが，家族の顔

か ら不安の色が消えないのを見て，何か よ

くないことが起 こっていると感 じました。

クレイグの容態が思わ しくないのです。3

日目になると， クレイグはすでに死んでい

て，だれ もそれを言い出せずにい るのでは

ないか と思うようにな りました。実際には，

死んでいなか ったのですが， クレイグは重

態でした。手術か らの快復が難 しくなって

いたのです。

3日 目の午後，父 と弟が クレイグを連れ

て来て くれ ました。 クレイ グは熟 したバナ

ナのような顔色 をしていま「』した。そして半

ばほほえみ を浮かべ なが ら，「やあ，調子

はどうだい」 と言いました。兄の苦痛 を目

にし，兄の払って くれた犠牲について考え

た時，私は本当の愛 とは何か，家族の もつ

意味 とは何か，はっき りと理解 したのです。

2日 後に，私の体が移植 した腎臓に対 し

て拒絶反応を禾 しているという報告が あり

ました。手術は失敗 したようです。徹底的

な治療が行なわれましたが，ほ とんど成果

はあが りません。結局，最 も力強い助 けは

祈 ることでした。今で もその時の光景が私

の心に深 く刻み込まれています。毎晩家族

が私のベ ッドのまわ りにひざまずいて， ひ

とりずつ天父に祈 りを捧げました。ある夜，

私の快復 を願って弟が泣 きなが ら祈 りまし
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た。 あた りは静けさに包まれました。だれ

も何 も言いません。安心 して眠るよりに と

い う気持 ちをみんなが感 じていました。そ

の夜 は安 らかな眠 りにつ きました。家族一

人一人がキ リス トの純粋な愛 を体験 したの

です。

私は腎臓に対す る拒絶反応 をとうとう克

服 しました。クレイグも急速に快 復してい

きました。現在，私の担 当医は，私が腎臓

移植の素晴 らしい成功例のひ とりに数えら

れると言います。私には美 しい妻 とふた り

の息子， それにひ とりの娘がいます。 クレ

イグも今 では3人 の子供 の父親で，普通の

人と変わ らない生活を送っています。周囲

の入々は，彼が数年前にシア トルへ旅行 し

た理由さえ知 らないのです。

この世で味わ う最大の喜びは，家族が霊

的に一体 となって主の助け と慰めを求め る

時にもたらされ ます。私のために示 して く

れた愛に，私 は畏敬の念を抱 いています。

家族につ いて考える時，福音 で結ばれた私

たち家族の真の頭であ られ る主のこ とが心

に浮かびます。主の愛，主の献身， そして

私たちのために進んで捧げて下 さった主の

犠牲について考えます。私はイエス ・キリ

ス トの贈罪に対して特別な証 と感謝の気持

ちをもてるようになったと思います。それ

は，私の兄が示 して くれた愛 と犠牲が意味

す るもの を，私は知っているか らなのセす。

◇ ◇



》

真夜中の警告

イザベル ・ハンソン

8月 の暑い夜のことでした。夫の リンと，
6人 の子供たちは，車の中で ぐっす り

と眠 り込んでいました。ワイオ ミングのロ

ックススプ リングスを過 ぎた頃か ら，夫が

休息 をとれるように，私が代わってが ン ド

ルを握 っていました。夜更けには夫の両親

の家に着 きたかったので，走 り続け.なけれ

ばならなかったのです。私たちは， ミズー

リ州セン トル イスか ら，アイダホに行 く途

中でした。 リンはセン トルイスで歯科医に

なるための勉強をしていました。

ハイウェイ30号 線を出て，ベ アレイクへ

向かって，北へ針路を取 り始めて間 もな く，

迂廻のサインが 目に入 り，私は右の方の舗

装 されていない道へ入って行 きました。 し

ば らく走れば， また もとの道へ戻れるもの

と私 は思っていましたが，だんだんひどい

デ コボコ道になってきました。 と，突然，

静寂の中か ら 「止 まれ!」 というはっきり

とした声が しました。

ゆっ くり走っていたので，ブレーキを踏

むか踏まない うちに，車は止 まりました。

7つ の頭 が次々 ともち上 が り，「ここ， ど

こ?」 「どうしたの。」「どうして，こんな所

で止まるの」 と尋ねました。

「止 まりなさい とい う声が聞こえたのよ
。

何かあったに違いないわ。」私 は そう言 う

ことしかできませんでした。夫は，懐中電

灯 を持 って，外へ出て行 きました。見ると，

前輪が運河の縁に乗 り上げていたのでした。

私は，歯の根が合い ませ んで した。年上

の息子が誘導 し， リンがハ ン ドルを握って，

車 をバ ラクさせ ました。それか ら， もと来

た道をひ き返 し，ハイウェイへ戻る小さな

サインを見つけることができました。サ イ

ンがあまり小 さかったので， 暗闇の中で，

私はそれを見落 としていたのです。私たち

は皆，感謝に満 ちあふれて，頭 を垂れたの

で した。
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ココ ロコ

ハ ー ハ ラ ・B・ ス ミ ス

奉仕 の召 し，・喜 び の時

ジ ョア ン ・ジ ョ リ ー



ノく一バラ ・ブ ラッドシ ョウ ・ス ミスは，

優 し気に教会の姉妹たちの間を巡 り歩

き，彼女を150万 人のメンバー を擁する扶

助協会の会長 と仰 ぐ世 界中の姉妹 たちと，

温かい握手や抱擁を交わしてきました。教会

中の女性たちが，彼女の静かな威厳に引き

つけられたとして も，驚 くに当 りませ ん。

だれ もが，個人的にス ミス姉妹 に会える

わけではありませ ん。 しか し，彼女は， で

きる限りの人々 を，夕食に招待 しています。

「バーバ ラは
，教会の姉妹 たちに，深い

思いや りと関心 を持 っています」 と，夫君

はプライ ドをもって語 ります。 ダグラス ・

H・ ス ミス氏は，まっ先に彼女 を理解する

人であり，彼女の強さや能力の源になって

いるのです。彼 は言 い ます。 「以前，私共

の子供のひとりが言ったことと同 じことな

んですが，皆様方が いつ であれバーバラに

奉仕の召 しを下 さる時，皆様は家族全体 を

召して下さるのです。なぜ なら，私たちは皆，

同じ業に召されたのですか ら。 私たち

はバーバラが何 をす るに して も，皆，彼女

に協力します。子供 も，孫 も，隣人も，友

達 も，私たちに協力して下 さる方々は皆，

家族全体が彼女 と共 に働 き，彼女を助け，

支持 します。それは，彼女がいつ も私たち

の召 しに協力 して くれるので，私たちも彼

女の召しの一端 を担 うのが楽 しいか らなの

です。私共は， とて も強 く結ばれた家族 で

す。」

ス ミス姉妹は，扶助協会 を家族 と同 じ働

きをす るものである と考えています。つま

り扶助協会は，主の祝福 を感謝 し，ほほ笑

みを学び，他の人のために時間をとるこ と

を学び，私 たちが肉体 を持つほんの短い時
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間の中で喜 びを学ぶ場 であると感 じていら

っしゃいます。今は奉仕 と喜びの時， そし

て，私 たちの唯中に主のみたまが宿 らなけ

ればならない時です。私たちが，主 をお迎

えできる状態であれば，実際そ うな るでし

ょう。

彼女はこう述懐 して います。「主は常に

私 を祝福 して下 さっています。私は，否定

的な姿勢 をとったことはあ りません。人生

は，素晴らしい，楽 しい経験の連続です。

もちろん問題は起こ ります。で も私は，生

涯 を通 じて，主が私 を愛 し，助けて下 さる

と感 じてきました。」

お嬢さんのキャサ リン ・フォークナーは，

次の ように言っています。 「母 には，色々

なプロジェク トがあ りましたが，問題は何

もあ りませんでした。母はいつ も，私 たち

も一緒になって問題に取組むように し向け

ました。」

中央扶助協会書記兼会計係のマイヨラ ・

R・ ミルテンバーガー姉妹は，こう言います。

「彼女 は， とて も近づ き易い人です。彼女

のそばに行 くと，温か く迎えて くれ るとい

う気持 ちがす るのです。」扶助協 会 第一 副

会長のマ リアン ・R・ ボイヤー姉妹は，実

にこうつけ加 えています。「隣人への関心ゆ

えに，大切 な集会に遅 れて来る彼女 を，度

度目にしました。」第二副会長のシャー リー

・W・ トーマス姉妹 も言います。「彼女はい

つ も感謝の気持ちを心に持っています。彼

女 を見る人は，彼女の感謝の念 と強 さに気

づ くはずです。」

彼女のそうした特質は家族が源なのです。

「母は，忙 し過 ぎて家族 を顧みないな どと

い うことは， 決 してあ りませ ん。」今 は結

護
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キンホール大管長が私共の家に来

られて，こう言われました。「パー

パラ，あなたをこの教会の扶助協

会の会長に召すためにやって来ま

した。」

婚 して2児 の母になっている，.スミス家の

7人 きょうだいの末子 シェリリン ・アルバ

は言います。「それは，私 たちの成長過程

でも，今で も変わ りません。私たちが母の

助けが必要な時には，母はいつ もそばにい

ます。母の意見や，助言や，忠告が聴 きた

い と思 う時，母がいて くれないなんて，想

像することもできませ ん。」

「母 は，よい所 を見る賜に，本 当に恵 ま

れた人 です。」 お嬢 さんの リリアン ・アル

ドレッジは言 います。 「私が小 さかった頃，

母 はどこへ でも私 を連れて行 きました。そ

して， いつ も私に話 しかけて くれましたの

で，私 は自分が必要 とされていて，大切な

存在なのだ と感 じるようにな りました。」

彼女の思いや りは，お孫 さんにまで及んで

います。

リリア ンは言います。 「先 日私 の子供た

ちに(一 番上は14歳 ですが)， ス ミスのお

ばあちゃんはどんな人って尋ねましたら，

時間 をとって， よく家 に来て くれる人だっ

ていう返事 でしたわ。」

中央扶助協会々長に とって，時間は貴重

です。家族が共にいられ るように，一生懸

命働 き，神殿に行 き，孫たちの誕生パーテ

イー をし，子供たちの家で食事 をします。

ス ミス氏は言 います。「うちでは， 何で も

皆一緒にするんです。だれかが問題をかか

えていれば，皆で考えます。だれかが功 を

おさめれば，皆で喜びます。だれかが人々

に仕える召 しに召されれば，できる限 り共

に召 しを果たすのです。」

ス ミス姉妹の夫君は，40年 の長 きにわた

って，ベネフィシャル生命保険会社の社長

として働いて来 られ，今では地区代表 とし

て，教会の召 しを受けておられます。長年

にわたる相互理解，夫濫の助け と支援は，

だれ もが認め るところです。おふた りは，

結婚生活全般 を通 じて，教会 と社会の重 い

責任 を共に担い， どちらかが どちらかの責

任 を担 うこ とを厭 うよ う.なことは，決 して

あ りませんでした。

ス ミス姉妹の扶助協会の召 しに対す る夫

君の姿勢は，信任 の一語 に尽 きます。「キ

ンボール大管長が私共の家に来られて， こ

う言われ ました。『バーバ ラ，あなたをこの

教会の扶助協会の会長に召すためにやって

来 ました。』そして，大管長 は私の方 を向

かれて，『ダグラス，彼女のこの召 しを支持

して下さいますか。この時，私は大管長が私

に特別 な召しを下 さったのだ と感 じました。

それは，人々に仕 える私の召 しです。私は

キンボール大管長にこう申し上 げました。

バーバ ラはこの35年 間，.私が教会で働 く間

ずっと支持 してくれ ました。ですか ら，彼女

を支持す ることは私にとって大きな喜びで

す。そして，今 までそう努力 してきました。」

教会の姉妹の大 多数は，ス ミス姉妹の説

教に耳 を傾けた り.女 性たちのファイアサ

イ ドを指揮 した りド報道関係者に意見 を述
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べた りす る友愛に満ちた， しか しながら確

固とした立居振舞 を目にしたりしたことで

しょう。彼女は確かに尊敬 に値す る女性で

す。しか し，彼女の心 の奥底にある確信 を，

小さな集 まりで話す時，彼女の温か さが よ

く感 じられ ます。また，彼女があなたの手

をとって，「お会 いで きて うれ しいわ」 と

言う時，彼女が本当にそう思 っているとい

うことがわかるでしょう。皆様はきっと，

す ぐにバーバラ ・ス ミスが好 きになること

でしょう。お嬢 さんの リリアンの言 うこと

は本当です。 「母 は私 たち に，部屋 を出る

時は，入った時 よりもきれいに して出なさ

いと教えました。母は どんな人 と会 う時で

もそのこ とを実践 しています。」

ス ミス姉妹 は，公的にも私的に も扶助協

会に対 して深い確信 を抱 いてお り，扶助協

会と女性たち全般 に対 して，関心を持って

おられます。世界各地に住む末 日聖徒 の姉

妹たちに対する彼女の考 えを，御紹介 しま

しょう。

ステーキ部扶助協会管理会の組織

私たちはステーキ部管理会を組織 し，2

名の副会長が， プログラムの方向づけに関

する情報に関 して責任 を持 ち，会長が，会

貝の指導に関す る情報に関 して責任 を持つ

こととしました。こ うすることによ り，従

来よりも扶助協会の会員が強め られるこ と

と思います。焦点が拡げられ，力が増 し，

幅広い扶助協会の活動ができることで しょ

う。管理会員は，従来会長が扱 っていた多

くの分野にわたる事柄 を管理す るようにな

りました。管理会 貝は，活発化/伝 道，

カリキュラム/現 職 コース，ホームメーキ
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ン グ/託 児，指導者養成，音楽/レ クリエ

ー ション
，独身成人/若 い女性か らの移行 ，

福祉， そして訪 問教師/慈 善奉仕のプログ

ラムに直接携わることにな ります。一般に，

ワー ド部で も同様に行 ないます。私たちは，

このことに関し，大いに喜び を感 じていま

す。多 くの人々が参加すればするほ ど，大

きな報 いが得 られるのです。

扶助協会の潜在力

扶助協会が どんなに優れた組織であるか，

本当の ところはだれ も知 らない と思います。

この組織が主か ら与えられたひ とつの理由

は，今 日私たちが活動す るに必要な知識や

英知 を得 ることです。それは学業 を通 して

得 られる知 識 というような ものではな く，

私 たちを導いて下 さるみたまに より与 えら

れる知識です。私 たちは，まだほんの入口

に立っているに過 ぎません。過去の信仰強

い女性 たちのおかげで，私 たちには素晴 ら

しい基盤があります。今 日私たちに課せ ら

れている大 きな責任は，知識 と情報を得，

天の祝福 を享受す るようになることです。

福音の原則に従って生活する

教会の女性に とって，福音の原則 を学び

それ を各々の持場 で応用すること以上 に大

切 なことはないと，声を大にして訴 えたい

と思います。これ以上大切 なことを，私は

知 りません。主は私たちに内容の異なった

聖典 をお与えにはな りませ んで した。独 身

者に も既婚 者に も，同 じ聖典 を与えた もう

たのです。 しか し，独 身の姉妹たちは， よ

くこう言い ます。 「それは そうですが， 他

の人たちよりももっと私たちに合 ったレッ

ら
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スンを， なぜ して下 さらないんですか。」

しか し，一人一人のためのレッスンは準備

できないのです。私たちは， だれにで も応

用 できるレッスンを準備 しなければな りま

せん。原則は不変 です。悲 しいこ とに，私

たちが 自分の理解 を狭めて しまっているの

です。 しか し，「なぜ，私向けに原則 を教 え

ては下 さら'ないのですか」 と言 うかわ りに，

「私はこの原則を
， どの ように応用できる

だろうか」 と言ってみて下さい。主は，す

べての事柄にわたって私たちが，主の原則

を応用 して行 く術 を身につけ るよう，望 ん

でおられ ます。

扶助協会 に入る若い女性

彼女たちには，扶助協会が主か らの素晴

らしい贈 り物であ ることを知 って欲 しい と

思います。中には，かつて全 く扶助協会 を

知る機会 のなか った人もいる'と思いますが，

そのような人々は年上の姉妹 たちの強さを

発見し，彼女 たちがこの組織に大 きな貢献

をしていることを知 るで しょう。扶助協会

は彼女たちの ものであり，彼女たちのこれ

か らの生涯のためのものなのです。 それは

一時的に与えられる責任 ではなく
，生涯 を

通 じて参加 して行 く組織 であ り，主が彼女

たちを祝福 し，強め るために準備 されたも

のなのです。

もし，そのような若い女性たちに対 して，

どうすればよいか とお尋ねになるな らば，

彼女たちに，す ぐ責任 を与えなさい と，お

答 えしたい と思います。彼女たちに， ポジ

ションを与 えて下 さい。彼女たちは学ぶ必

要があ ります し， 多大の貢献ができるので

す。私は実際，若い女性たちが会長会，教

もし扶助協会が姉妹たちを本当に

参加させるならば，彼女たちは各

各の家族を強め，終わりの臼まで

歩んで行くに勘要な堅実さを身に

つけて行くことでしょう。

肺， または委員会の委員 として働いている

の を目に しています。彼女たちは，必ずや，

教会 の素晴 らしい姉妹たちの中で も献身的

な会員になることでしょう。

扶助協会 と伝道活動

もしも扶助協会が求道者や改宗者たちを

活動に参加 させなか ったな らば，彼女たち

は次々に落ちて行 っただろうと，私は何 人

もの伝道部長や神権指導者，扶助協会の指

導者から聞か されて きました。 しか し， も

し扶助協会が姉妹 たちを本当に参加 させ る

ならば，彼女 たちは各々の家族 を強め，終

わ りの 日まで歩んで行 くに必要 な堅実さを

身につけて行 くことでしょう。そして，彼

女たちが扶助協会に集 うようになるなら，

落 ちる人はほとんどいな くなるでしょう。

力の源である家庭

家庭で起 こることは，力の源にな ります。

家庭 は神権が機能する場 であ り，よい生活

の模範が示 される場 でもあ ります。家庭か

ら慈善奉仕が始 まり，家族は福音のすべて

の原則 を学び， それに従 って生活 します。

家庭 は私 たちが進歩成長 し，悪 を退け，永
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遠の祝福を勝ち得る力 を身につける助けを

して くれ ます。

今 日の世界の悪の力

思 うに，家庭 を破壊 しようとする力は今

日最 も強 くなってお り，離婚，子供の虐待，

不道徳，神経衰弱 というような型 をとって

現われ，家庭 を破壊 し， 自尊心や 自己の価

値に対す る意識を くじいています。私たち

は家庭 を強め，この ようなことを起こさせ

ないような力を持たなければな りません。

家庭が崩壊す ると，夫婦が共に愛 をもって

働 くという模範がな くな り，力を得 る源が

打ち砕かれてしまいます。

神権者と扶助協会が共 に働 く

この神 よりの組織 を持つ教会にあって，

自分以外の人が持 っている強さ，特別 な責

任，重要 な目的について理解することは，

だれにとっても必要です。私たちは皆，す

べての人々に与 えられるはずの最 も素晴 ら

しい祝福 をもたらすために，互いに努力 し

なければなりませ ん。た とえば，神権組織

が何かのプログラムを推 し進め る時，扶助

協会はそれ を支援す る必要があります。 ま

た，私たちは神権指導者のために祈 り，何

でも助け られることがあれば，それができ

るだけの備えをしておか なければな りませ

ん。たとえば，慈善奉仕がそれです。女性

には，心か らの慈善奉仕 をするという，素

晴らしい機会が あります』神権者たちが，

その ような業 をする時には，手助けができ

ます。そのようなこ とが， もっとた くさん

起こるように と願っています。
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姉 妹たちの守 り手

互いに仕え合 う最 も素晴 らしい方法は，

「互いに欠点 を捜すこ とを止め」(教 義 と

聖 約88：124)互 いに良い所 を捜すことで

す。 そうすれば，互いの進歩を助け るこ と「

ができます。今 日の社会は， 自己主張 と欠

点暴露の社会です。そのような社会の風潮

は，変えてい きたい と思います。1科たちは

互いに，「あなたは特別 な人 です」 と言お

うでは、あ りませんか。

思いや り1キ リ界 トの純粋な愛

思いや りは，1単なる行為で も言葉 でもあ

りませんもそφ;嚢には，へを動機づける何か

があp.ま すr'ぎ 芝スト.は，よい行 ないの大切

さを私 たちが響 でさiうよう1助 けて下さ・・

ます。なぜ入の;挙要に気づ き，愛をもって助

けなければならないか を理 解す る時，私た

ちは;よ り声い獣 態へ引 き上げられるのです・

思いや りφ南る人になろうとす るこ とは，

救い主のようになろうとすることです。毎 日，1

他 の人々 を綿栖す るなめに働 く時，思いや .

りは， 自然に湧 いて来 るものだ と思います。

教会の姉妹管 舛 めに祈る.、.
毎 日，姉妹だちのために祈る ことがで き

なければ，彼女牟ちに対 して，大 きな愛 を

感 じることはで きません。私は，主が姉妹

たちを祝福 した もうように祈 ってい ます。

また，扶助協会が彼女 たちを助 けるために

あ り，彼女たちも他の姉妹 たち を助けるた

めに役立てることを，彼女 たちが知 って く

れるように祈 っています。そして，彼女た

ちが互いに大 きな愛 を持つことがで きるよ

う，祈 っているのです。
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心はずむ扶助協会

ハトリシア ・W・ ヒクビー

'

}

ミ

あ の憂 うつな春の軌 もし私 の小さな娘

か らあの核心 をつ いた言葉 を聞か なか

った ら，私 は恐 らく扶助協会 を通 して得 ら

れ る多 くの助けに気づかないまま，.扶助協

会に出席 し続けていたことでしょう。'

あ の朝，私はせ わしく皿を洗いながら台

所の窓か ら外の黒雲 と吹 きつけ る雪 を見て

いました。大概，そのような天気の時は憂

うつになるのですが，大好 きな讃美歌 「冬

の日も終わりに近づ き」(銑 θ碗 π砂Dの ～

加66η4初g'oZ彦 εαos6英 文 讃美歌292番)

が心に浮かんできて，私 は思わずハ ミング

を始めました。

す ると，朝食をしていた小さな娘がテー

ブルの方か らこう言ったのです。「きょうは

扶助協会があるのね!」

「どうしてわか ったの。ママがレッスン

の本 を読んでいるところを見てたの」 と私

は尋ね ました◎

「ううん
，ちが うわ。」娘はくす くす笑 う

とこう言いました。

「だって
，ママ今歌 つてたで しょ。」

「何 を言ってるの よ。ママが歌 っている

の と扶助協会がある日とどうい う関係があ

るの」 と私は問い返 しました。

私の反応 を見ながら，娘はゆ っくり答え

ました。「だってママ，朝はいつ もきげんが

悪いはず よ。」

確かに，私は朝が苦手です。 でも内心で

は，娘が少々オーバー な言い方 をしたのだ

と思いたい気持 ちです。いずれにして も，

娘はそれな りに，扶助協会 に行 くこ とが私

にとって喜 びであることに気づ いたのです。

私はそれ均・ら， 自分がなぜ それほど扶助協

会に対 して熱心なのかを考えてみました。

姉妹愛と奉仕

扶助協会で，私はいろいろな人と友達に

なることができます。生活環境や才能，趣

味，方針，考えな どが私 とはずい分異なっ

た多 くの人々 と親 しくな り， あらゆる年齢

層の姉妹 たちに対す る認識 を深めることが

で きます。 そのような姉妹たちに心 を配る

時に，私は彼 らやその家族のためになんと

か役立ちたいと思 うのです。

扶助協会 はその組織が存在す る目的のひ

とつ として，入類に対する奉仕 を挙げてい

ます。そのようなことか らも私 自身の奉仕
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に対す る考え方は明らか に改善 されました。

例を挙げてみましょう。数年前のことで

すが，私たちのワー ド部 のある兄弟が，奥

さん と子供たちがインフルエンザにかか っ

ていると言い ました。.私は同情 していつ も

口にす るように，何かお助けできることは

あ りませ んか と尋ねました。彼の返事は私

を驚かせ まし.た。「そうですね，あ したの夕

食でもお願いできたらうれ しいのですが。」

翌 日私は，御主人が元気なのだか ら， い

くらでも自分 の家族の食事 ぐらい用意でき

るはずなのに，私が貴重な時間 をさかなけ

ればならないなんて，そう考 えて二 日中不

平 を言 っていました。あの時の気持ち.と，

最近，手術のあとで養生 している姉妹の家

族のために夕食を準備 してあげた時に味わ

った喜びとは，なん と対照的だったことで

しょうか。

このふたつの経験の間で，私の態度 を変

えさせたも.のは何だったでしょうか。扶助

協会の慈善奉仕に関するレッスンもそのひ

とつですが， それ以上に影響 を与 えたもの

は，ワー ド部内における素晴 らしい奉仕の

業の模範です。あまりに も多 くの姉妹たち

が奉仕を望 んでいるために， リス トに名前

を連ねて奉仕する番 を待 たねばな らないよ

うな場合 もあるほ どです。

扶助協会は私に，才能 をみがき，新 しい

才能 を見い.だし，ほ とん ど知識のない事柄

さえも成 し遂げる機会 を与 えて くれます。

私は最近だれかが，「自らの手に成るもので

着飾 りな さい」(αb60媚 θs(ゾB吻 勿窺

y碗 ηg「ブ リガム ・ヤ ング説教集」p.214)
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とい うブ リガム ・ヤ ングの言葉 を引用す る

のを聞いて，心地良 さを覚えました。若 い

頃には裁縫がきらいで， それが 自分の才能

な どと一度 も考えてみたことのない私です

が，今では 自.分や子供 たちの服 を作ること

に喜びを見いだ してい.ます。 これらの私に

とって新 しい技術は，ほとんどが直接扶助

協会のレッスンで学んだことです。『

私は歌が下手です。実際，私の十代の頃

のある友人は，教会で一緒に座 っている時

に，間違 って歌っているのが彼女ではなく

私 であること.が皆にわか るようにと，よ く

.歌 うのをやめて しまうほ どでした。 しか し

あるワー ド部で，私はステーキ部準備会で

発表する小さなコーラス.隊の メンバー とし

て非常に必要 とされたことがあ りました。

その 日歌いながら，私は初めて主への讃美

を歌 うということが どういうことかを悟 っ

たのです。まだ上手に歌 うことはできませ

んが，・.扶助協会 での練習 を通 して，その よ

うな機会がなかったなら決 して味わ うこと

のなか った幸福感 を味わっています。

子供たちとの色々な活動が うま くいって

い るのも，他の姉妹 たちか ら教 えて頂いた

アイデ ィアのおかげです5あ る姉妹 は，家

族が意気消沈 しているような時や，家族 の

作物 を育て るために一生懸命に畑仕事 をし

なければならない時に，福音の話をして子供

たちを元気づけ，教 えたと話 して くれました。

彼女 は夜の うちにモルモン経や聖書，教会

歴史の物語 を読んでおいて，翌 日詳 しく子

供たちに話 してあげたのです。彼女のそ う

した努力によって，子供 たちは福音に対す
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る愛を強め，楽 しく仕事 をす るようになり

ました。現在我が家では，一緒に仕事 をす

る時や髪の手入れをする時， また旅行の時

などに，福音の話 をするように しています。

霊性 を強める

私に姉妹愛や女性 らしさを経験 させ，才

能 を伸 ばす機会や学ぶ場 を与 えて くれるグ

ループは，多分他 にもあるでしょう。 しか

し私に とって，霊的再生 とい う最 も本質的

な一面で影響 を与 えて くれる場は，扶助協

会 をおいて他 にはあ りません。

初めて家族か ら遠 く離れて大学 に通 うよ

うになった時のことです。私 は日曜日の朝

に扶助協会があることを知 りました。その

』頃私は扶助協会 というものは年輩者のため

にあるもの と思 っていたので，出席 しても

あま り気乗 りが しませんでした。 ところが，

その年 も終わろうとす る頃，週末 を家で過

ごしていた私 はとても物 足 りな く感 じまし

た。それは， 日曜 日に扶助協会に出席す る

ことに よって得 られる霊 的高揚がないか ら

で した。やがて私は主に もっと近づ くため

に断食 して祈 る習慣 を身につけました。レ

ッスンの準備 をす る時には特にそうす るよ

うにな りました。
r

今 でも私は，主に波長が合っていない と

感 じる時には当時 を思い出し， 自分が努 力

しさえすれば再び主に近 くあ ることができ

るということを知 って慰められます。扶助

協会は霊感に よって組織され，計画され，

運営されてい ます。毎週出席す ることによ

って，私は神の律法にそった生活 をす るよ

うにな り，神の助けを受けられるようにな

ります。

数年前のあ る友人 との会話が，私に扶助

協会に出席す る決意をさせ て くれ ました。

私がちょうど短い教師生活 を 「引退」して家

庭に入っていた時，友人がこう言ったのです。

「仕事に戻 らなければ
， これ まで受けた教

育がすべてむだになるんじゃないかしら?」

私の返答は，彼女の納得のいくものでは

ありませんでした。「あなたのことは私が よ

く知っているわ」と彼女 は言い張りました。

「あなたは料理 も裁縫 も好 きじゃないわ。

それに十代の頃に私たちがよ くや っていた

ベ ビーシッターだって一度 もや らなかった

し……。あなたは立派な学生 よ、。 しかも学

業 を達成 したいと思 っているわ。あなたに

は並の生活は向いてないの よ。家にいて も

2，3年 もたたないうちにあきて しまうわ。」

「で も
，扶 助協会 が あるわ。」私は少々

ひ とりよが りな気持 ちで答 えました。

「一週間に一度の集会 で
， あなたの必要

な ものをすべ て提供 して くれるとは思えな

いわ」 と彼女 は反発 しました。

それか らしばらくして，私はあの時の話

し合いはふた りとも正 しか った.ということ

に気づ きました。家にいることに満足す る

ということは，私に とって予想以上に大変

なことでした。しかし私は，姉妹愛や奉仕

の気持ちを強め，女性 らしさを強調 し，才

能 を伸ばし，学習意欲 をか き立なせ，霊性

を高めて くれ るこの組織に加 わることによ

って，幸福感 を味わっています。実際，私

が歌 を口ず さんでいるほ どですか ら。
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民を束 縛か ら解 き放ち，「モーセの神権時

代」 を確立 しました。確かに彼の予言者 と

しての業績は偉大 てあ り， その前 には兄ア

ロンの祭司 としての働 きも色あせ て見えま

す。しか しふたつの神権の内の一方にその

名か冠 されているのは，アロンか模範を通

して立派に神に仕 えた とい うことの証左な

のです。

私は25年 前に初めてアロン神権を受けま

した。それ以来，アロンが鮮やかに実践 し

た神権指導者の根本原則を学び，かつ行動

に移す よう努力して きました。私の心には

10の 原則か深 く刻み込 まれています。次に

それ を挙けてみましょう。

第1に 神 を受け入れること。

アロンは少年 時代に，モーセが奇 しくも

死か ら救われ，ミデヤンの地に逃れるまで絢

燗だる王室て育て上げられ るの を目に しま

した。その間ア ロンは奴隷の境遇にとどま

っていたのですから，彼が神やヘ ブル人の

宗教に背いた としても決 しておか しいこ と

てはなかったてしょう。それにもかかわ ら

す，アロンはさらに主に近ついて行 ったに
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鰹
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違いありません。どの ように して証 を得た

か を伝える.記録は残 されていませ んが，80

歳 を過 ぎた頃，主か ら 「荒野に行って.モー

セに会いなさい」(出 エジプ ト4：27)と 告

げられ ました。その後アロシ はモーセ と共

に様々な試練に遭いましたが， そのたびご

とに神に対する信仰に よって 自らを勇気づ

け，力づけていったのです。

皮肉なことに最初の試練は，ほかならぬ

彼の民によって引き起こされました。モー

セは自分がイスラエルの民の解放者である

ことを人々に信 じさせ るために，主か ら奇

跡 的な しるしを与 えられていました。(出

エジプ ト4：1-9参 照)そ してこれ らの

しるしとア ロンの証に よって，ふた りはイ

スラエルの民を確信 させ，民の代表 として

パロの前に姿を現わす こととなったのです。

(出エ ジプ ト4：29-31参 照)し か し，パ

ロが立腹して人々の労苦 を増 したので，イ

スラエルの民はモーセ とア ロンに従わな く

なりました。モーセは祈 りの中で心の痛手

と疑念 とを吐露 しましたが(出 エジプ ト5：

20-23参 照)， モーセやアロンの信仰がいさ

さかなりとも揺 らいだ という形跡は見 られ

ません。

私にも信仰 を試された経験が あります。

インデ ィアナ州ブルー ミン トンの高校に3

年 間通学した時のことですが， そこでは非

教会貝の友達が常に私の信仰 を くじくよう

な言動で接 して きたのです。その時，信仰

を守るために私にできることは，モーセ と

アロンが行なったこ乙 すなわち心をより

一層主に向けることだけでした
。私は神が

存在 しないことを証明できないのだか ら，

神は必ず存在す.るに違いない と考えました。

また神は私にみ こころを示すこ とがおでき .

にな り， また実際に示 して下さるであろう

と思いました。 このような確信 を持 ち，両

親の証が何か真実なものに立脚 しているに
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違 いない と信 じた私は，熱烈な祈 りをささ
さんたん

げました。そ して苦心惨憺 した末に，神が

確 かに生きてまします とい う証 を得 ること

ができたのです。

第2に 人格 を築 き上げてい くこと。

アロンの人生 を見る時に深 く印象に残 る

ことは，なぜ彼がそうも完全に 自分の弟 を

予言者 として受け入れ得たか と言 うことで

す。モーセは一度 もヘ ブルの奴隷 として生

活 したことはあ りませ んでした。しか も40

年 間エ ジプ ト国外で生活していたのです。

年齢 と経験 を考 えるな ら，アPン は彼 自身

の方がヘ ブルの民をエジプ トの地か ら導 き

出すにふさわ しい人物であると考 えること

もできたでしょう。しかし彼はモーセを初

めから主の予言者 として受け入れたのでし

た。そうは言って も，アロンと姉 ミリアム

は神 とモーセの関係 を嫉妬 したかどで主の

叱責 を受けたこともあります。(民 数12章 参

照)こ れが器の小さい人物ならば苦々 しさ

と嫉妬のあまり予言者に逆 らったか も知れ

ません。しか しアロンは悔い改めたのでし

た。

この ような意味合いにおいて，彼は何度

とな く誘惑に遭いました。思 うに，アロン

はヤ コブの息子であるヨセブの予言，.すな

わちモーセ と呼ばれ るひとりの聖見者が王

の娘によって育て上げ られるであろう(ジ

ョセブ ・ス ミス訳創世50：29参 照)と いう

予言を知 っていたのかもしれませ ん。アロン

については予言的な約束や奥深い祝福師の

祝福は何 も残 されていないのです。彼が嫉

妬 し無関心に陥って自らの成長.を妨げたと

しても不思議 ではなかったでしょう。にも

かかわ らずアロンは常 に自分あ生活 と人格

を高め，ついには偉大な僕 として主のみ旨

を代弁す るまでになったのでした。

私 自身について話 をす るならば， もっと



低 いレベルにおいてですが，同 じように複

.雑な心境 になった覚 えがあ ります。それは

プロボ第9ワ ー ド部 で教師の職にあった時

のことでした。定員会の会長会に欠員が生

じ，私はその任に就 くだけの資格が 自分に

はあると思いました。 しか し選ばれたのは

別の若 い兄弟 でした6私 はその兄弟の資格

や能力を疑 うことはしませんでした6む し

ろ自分 は神権者 として必要なふ さわしさや

備 えに欠けるところがあるのではないか と

真剣に自問しました。そして生活 を常に整

え，.自分 自身 を改善 して，どのような召 し

であれ，将来 きたるべ き召 しに備 えるよう

に したのです。私たちは末 日聖徒 として，

自分 自身の弱点な り欠点にいつ も気を配 り，

克服 してい くようにしなければな り.ませ ん。

さもなければその欠点によって道 を誤 るこ

とになるのです。アロンはこの点について

良き模範 を示 しました。

第3に 権能 を正 しく使 うこと。

神権者は誇 りと謙虚さのバ ランスをとり，

適切 に使い分けなければなりません。各々

の神権者は神の子供 としての誇 りと，弱点
.を持つ人間 としての謙虚 さをうま くバ ラ

ン

ス をとって行動 しなければな りませ ん。 ま.

た神権者であるならば， より.高い役職 を求

め る.と吟 うような誘悪に屈す ることな く，

神権 の権能 を引き受けてそれ を行使できな

くてはな りません。

ここにおいてもアロンは模 範を示してい

ます。アロンが弟モーセの予言者 としての

役職 を求めたなどという記録はどこにもあ

りませんし，権能 を与えられた時に弱々しく

て力 を十分に出せなかったな どというこ と

もあ りませんでした。モーセを代弁 してパ

ロに語をするように命 じられた時には，立

派にその責任 を果たしました。彼は与えら

れた責任 をしか と我が身に引き受け， 自分

の召 しの範 囲 で行動 したので した。(出 エ

ジプ ト4：30;5：1-4;6：13;7：

1一一2，6-10，19-20;8：5-6，16

-17;10：3;11：10参 照)ア ロンはシナ

イ山のふ もとでイスラエルの民を管理 した

時に，指導者 としての責任を果たすことが

できませんでした。モーセが山中にいる間，

黄金の牛 を作 って くれるように主張するイ

スラエルの民 を制することができなかった

のです。(出 エ ジプ ト24：14;32：19-24

参 照)し か しなが らモーセか ら叱責 され る

と，アロン とレ.ビ人は主に従 うことを拒ん

だ人々 を野営 の地か ら一掃 しました。(出

エ ジプ ト32：26-29参 照)そ の後 もアロン

偉イスラエルの民の不平 にたびたび耐えな

ければな りませんでしたが，決 して再び彼

らを統制 できな くなるということはあ りま

せ んで した。

シナイ山でのアロンの経験について考 え

る と，私に もこれ と似たような体験があっ

たことを思い出します。それはカ リフォル

ニアのフォー トアー ドの陸軍小隊で分隊長

をしていた時のこ とです。私たちの小隊は

特別な査察 のたあ準備 をしていました。兵

士たちは兵舎 を掃除 してから携帯用具を手

入れす るため外に出ていきました。小隊長

は4人 の分隊長 を兵舎に呼び入れ，仕事が

まだ残 っていると言いました。彼は私に，

部下 を何人か呼んでその仕事 をさせ るよう

に命 じました。私は窓 を開け， 自分の分隊

の3人 の部下 に声 をかけました。「カー リ

ングトン軍曹殿が君 たちにここに来て，.も

う少しばか り仕事 をして欲 しいと望んでお

られ る。」私 が向 き直 る と， カ㌣ リング ト

ン軍曹はこう尋ねました。.

「君 は部 下に今
，何 と言つたのかね。」

私は 「ハ ッ， 自分は部下に 『小隊長が， こ

こに来て仕事 をして くれ るように望 んでお

られ る』 と言ったのであります6」 と答えま'
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した。「そうではない。私は君が部下を呼ん

でその仕事.をさせ るように言 ったのだよ。

どうするかわかっているな。」 カー リング ト

ン軍曹の場合， 「どうす るかわか っている

な」 とは，「す ぐ腕立て伏せ を100回 せ よ」

とい う命令なので した。その時は軍曹の意

図するところがわか りかねて当惑 したので

すが，数時間後に軍曹の教えて くれたこと

がわか ってきました。私はその兵士たちの

分隊長 であ り，彼 らを呼び入れて仕事 をさ

せる権 限を持っていたのです。それに もか

かわらず私は部下に仕事 をさせるためカーリ

ング トン軍曹の名前 と権威 を使 ったのです。

教義 と聖約58章26節 か ら28節 に ，私たち

はすべてのことについて命ぜ られ るべ きで

はな く， 多くのことを自らの 自由意志に よ

ってな さなければならない と記されていま

す。私たちは自由意志 と勇気 をもって 自分

の召しを全力を尽 くして遂行すべ きであ り，

後ろ盾 を得 る.ためや，すべての問題 を解決

するために他人の権威に頼 ることは慎まな

ければな りません。

第4に 才能 を伸ばす こと。.

ア ロンはイスラエルの民 とエ ジプ トの王

であるパロに話 をするという召 しを全力を

尽 くして遂行 しましたが，その際に管理の

職を果たす ために必要な才能 と霊的な賜を

伸ば しました。たとえば，啓示 をどの ように

受けるかを学んでいき(出 エジプ ト12：1;

レビ10：8;11：1;13：1;民 数18：1

参 照)， ついにシナイ山において神 とまみえ

るまでになった のです。(出 エ ジプ ト19：

24;.24：9-10参 照)ア ロンがあまりに も

見事 に自分の才能 を伸 ばしたので，ひとつ

の大切な霊的な賜が彼の名にちなんで 「ア

ロ・ンの賜」 と呼ばれ るようにな りました。

オリヴ ァ ・カ ウ ドリは，末 日の神権 時代

において， この賜を与えられることを約束
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された神 権者で した。(教 義 と聖約8：6.

一11参 照)

モーセが主の予言者あるいは代弁者であ

った ように，アロンはモーセの代弁者で し

た。それゆえ彼はモーセ と主の代弁者 とし

て主のみ言葉 を伝 え， イスラエルの民に教

え を施す責 任 を負っていたのです。(レ ビ

10：11;申 命33：10参 照)モ ーセやエノ.ク

を初め とす る多 くの予言者は，与 えられた

召 しにおそれを抱 き，主のみ言葉 を正確に

伝 える自分の能力に少なか らず不安 を感 じ

ました。予言者は，神のみ言葉 を理解す る

だけではな く，それを人々に伝えなければ

な らないのです。弁舌の才能 を持つアロン

は，この恐 ろしいまでに重要 な責務 を遂行

したのです。

第5に 試練 に耐 えること。

アロンは神の任 を果たす間に何度 も失意

に陥 りました。イスラエルの民が黄金の牛

を作 り，悪事にふけるの を目撃 した り，後

には幾千 もの民が疫病や神 の怒 りに よって

死ぬのを見たりしました。(民 数11，14，16章

参 照)ま た，個人的な悲劇や失意 も経験 し

ました。4人 の息子の うちふた りまでが，

主か ら下 された火によって焼け死 んだので

す。(レ.ビ10：1-2参 照)さ らに姉 の ミリ

アムが らい病にかかりました。(民 数12：10

参 照)し かし，このような試練のただ中にあ

っても 「ア ロンは黙して」(レ ビ10：3)い

ま した。そして，.自分の弱点の赦 しを神 に

請うたのです。(民 数12：11参 照)あ る時に

は，イスラエルの民か ら，あまりにも権威を

笠に着ていると責められました。(民 数16：

3参 照)ア ロンとモーセは岩から水 をわ き

出させ た時に，主 を十分に信頼せず，主の

個々の命令に忠実に従わせ なか った として

主か ら懲 らしめを受け，イスラエルの民 と

共に約束の地に入ることは，かなわないと言
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われたこともあ ります。(民 数20：12-20

参 照)ア ロンの生活は納得のいかない事柄

やす ぐには報われない事柄の連続で した。

しかし，彼は証 を弱めたり，怒りを抱いたり，

あるいは主に逆 らった り.はしませんでした。

む しろより強 く成長 し，ついには管理の職

を完全に果たしたのです。

私たちもア ロンの ように神の公正 さに対

す る信頼 を常に失 うことなく，た とえす ぐ

には来な くとも，やがてもたらされ る祝福

にふ さわしい生活をしなければな りません。

ドイツのツー リンゲルで会ったひ とりの好

青年のこ とを思い出します。その青年のた

めに私は同僚 と共に熱心 に教 え，断食 し，

祈 りました。 しか し，彼の両親はバ プテス

マを受ける許可 を与 えては くれませ んで し

た。やがて彼 も.教会 に対す る興味 を失って

しまいました。それか ら13年 たって結婚 に

失敗 した後，彼は再 び教会に 目を向けまし

た。.そして，仕事で人と会 うためにシカゴ

に来た際に，彼はソル トレー ク ・シティー

に足を伸 ばし，はか らず も私は彼にバプテ

スマを施す とい う大 きな喜 びを味わ うこと

ができたのです。

第6に 管珪 の職 を遂行 すること。

アロンは召しを遂行す る際に， 自分に与

えられた仕事 を几帳面に果たす必要があり

ました。 とりわけ，幕屋や(出 エジプ ト28，

29章 参 照)さ まざまな犠牲をささげることに

関 しては.(レ ビ5：7参 照)， 細心 の注意

を払 っていました。

レビ記10章 にはアロンのふ.たりの息子が

その管理義務 を的確に果たさなかったこと

が記 されてい ます。「ふた りは幕屋の黄金の
くんこう

祭壇に主に.受け入れられない薫香 をささげ，

主によ り打 ち倒 されたのでした。明 らかに

彼 らは多量の酒を飲んでいたようです。 と

言 うのはその事件の後，主はアロンとその

息子 たち，そ して後の世代のレビの祭司に，

幕屋 に入る時や教える時には決 して酒を飲

んではな らないと命 じられたからです。(レ

ビ10：8-11参 照)ふ た りの死に際 し，ア

ロンと.残された息子たちは，喪に服して嘆 く

ことも葬式に参列す・ることも許 されません

でした。(レ ビ10：.6-7参 照)さ らに彼 ら

は祭壇の上の素祭の残 りを食べ るように命

じられました。(レ ビ10：12-15参 照)ア ロ

ン とその息子 たちは これ らの厳しい戒めを

守 りました。

今 日アロン神権者 として主に仕える兄弟

たちは，聖餐の祝福やパス，バプテスマ，

その他の儀式を行なう際の正確な手順 を学

びます。私はアロン神権者 として， また後

にはアロン神権プログラムの指導者 として，

なぜ そのような手順 を踏まな くてはならな

いのか環解で きな くとも，指導者が話す通

りにすべ ての神聖な儀式を正確かつ忠実に

行なうことの必要性 を身にしみて感 じるよ

うにな りました。

第7に 奉仕すること。

アロンは40年 間にわたって時間 と才能 と

精力 とを.神権の業につ ぎ込み ました。彼が

指示 を与 えた主な責任には次のようなもの

が あります。

a.幕 屋での礼拝(レ ビ24：5-9;出 エ

ジプ ト30：7-8，30参 照)』

b.あ る種の事柄 について裁 く(レ ビ13，

14章 参 照)

c.幕 屋 の備 品， とりわけ契約の箱に気を

配る.(民 数4：5-20参 照)

d.洗 い 清め とバ プテスマ の儀 式 を施す

(出エ ジプ ト40.：12;教 義 と聖約84：26-

27参 照)

e.犠 牲 と捧物 とをささげる(レ ビ6：12;

9：15-22;出 エ ジプ ト29.：38一44参 照)

f.律 法 と契約を教える(レ ビ10：11;申
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命33：10参 照)

g.幕 屋 を保護す る(幕 屋の移動 も含む)

(民数3：5-13;23：27)

h.戦 いや宗教行事 の際に銀のラッパ を吹

く(民 数10：1-8参 照)

以上 の聖句 を読んでみると，アロンがこ

れらの責任 に費や した時間と努力が明らか

になって きます。 どの記録に も，アロンが

果てしなく続 く仕事 に対 して， またあまり

に も多す ぎる召 しについて不平 をもらした

とは記されていません。あるいは， もっ と

別なことを楽 しむ時間が欲 しい と主張 した

という記録 もあ りません。アロンは死に至

るまで王国のために働 き尽 くしたのでした。

プロボ第13ワ ー ド部で17名 の教師のア ド

バイザーをしていた時のことですが，私は

彼らのために余分な時間 と労力 をさ くこ と

をため らったこ とが ありました。それを思

い出すたびに赤面す る思いです。確かに私

の家では子供が増え，職 と住居が変わ り，

他になすべ きこ とがた くさんあったのです

が，これ らの若者に対する責任 を忘れては

ならなかったのです。私が彼らを知 り，愛

するようになった時，彼らの直面す る課題

や問題は，'私自身のもの となってきました。

そして， しだいに責任感か ら奉仕す るので

はな く，愛 と思いや りの心で奉仕す るよう

になっていきました。

アロンは捧げ物 と犠牲の綿密な制度を管

理 しましたが，今 日の私たちには主のため

に自分 を捧げる機会が数 多く与えられてい

ます。他になすべ き義務があっても，老齢

であっても，あるいは毎 日の仕事に追われ

ていたとしても，主の業 を行ない，神 の王

国建設のために働 くという責任を免除され

ることはないのです。私たちが どんなに尽

くしたとしても，天にまします父なる神 と

救い主に比肩で きるほどに 自らをささげる

ことは到底できないことです。
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第8に 指導者 を助 けること。

聖典にはモーセ とアロンが一緒に記録 さ

れている場合が非常に多いため，ふた りを

分けて考えることはで きないように思える

か もしれませ ん。へ旧約聖書の初めの五書が

モーセによって書かれていることを考えれ

ば，アロンがモーセを誠心誠意で支持 した

ことが察せ られ るでしょう。ア ロンは常に

モーセの傍 らにいて，心か ら喜んで主に仕

えました。その ことによって当時の神権時

代の指導者であ り，主の予言者であったモ

ーセは
，自分が強 く支持 されていると感 じ

たに違いありません。アロンの勤勉な働 き

のお陰で，すべて の宗 教行事億 完壁に行

なわれ， イスラエルの民にその恩恵 をもた

らしました。このことによって， イスラエ

ルの民に正 しい宗教的な環境が与えられた

ばか りでな く，モーセにとっては，悩 みと

心配事 が著 しく軽減 され，他の人に委任で

きない責務 に力 を集中す ることができたの

でした。

ア ロン神権の祭司は，祭司定員会の会長

であ る監督を支持 しようと努力す る際に，

同 じようなチャレンジを経験 します。祭司

が管理 の職 を全力を尽 くして遂行す るなら

ば，監督は他の分野に努力を集中す ること

がで きます。副監督や他の人々 も同様 にし

て，監督の多 くの悩みを軽減 し，彼がイス

ラエルの判士， ワー ド部の霊的面のア ドバ

イザー として， よ りよ く働け るように助け

ることができるのです。

第9に 従 う人々を教 えること。

アロン神権者 に与えられている主な責任

のひ とつに，教 え，警告 し，勧告 して，「キ

リス トに来 る様すべ ての人々を勧誘」する

ことがあります。(レ ビ10：11;申 命33：10;

教 義 と聖約20：46-59参 照)ア ロンは祭司

とレビ人に彼 らの義務 を教 え， 自分の息子



エ レアザルが大祭司の職を引 き受けること

ができるように訓練 し備えました。アロン

の死 に際 して，指導者の交替は問題 もな く

円滑に行なわれましたが， それはどれだけ

アロンが，他の者が祭司の役割 を継続 して

いけるよう準備 したか を物語る ものです。

私が監督 をしている学生 ワー ド部 では，

ほ とんどの会貝に彼 らの召しと責任 につい

て教 えダ訓練 しなければな りません。出席.

している大学1年 生は意欲 に満 ちていて，

熱心 に主に仕えようとしています。 しか し，

往々にして，ワー ド部の召しを果たすだけ

の知識 と経験 を欠 くことがあります。副監

督はふた りとも優秀な指導者であって，ワ

ー ド部のプログラム を効果的に管理運営 し，

ワニ ド部の会員たちを入 との交 わ りの中で

訓練 しています。その間私 は会貝 と主 との

交わ りを改善 し，深め ることに力 を集中す

ることができるのです。この ように私たち

は一体 となって，ワー ド部の全会員にこの

世での義務 について指導 しています。

主の教会の会員である私 たちは，福音の

教.義とクリスチャンとして生活す ることの

価値 を，言葉 と行ないをもって人に教える

とい.う重大 な責任 を負っています。この世

的な考 え方が横行 し， 多 くの家族が崩壊 し

てい くこの時代 にあって，私たちは神か ら

いただいた価値基準 を常に守 り，他の人タ

に神 の子供 として生 きるよう教 えなければ
「な りません

。

主は また，モーセを通 してアロンに神権 を

授け(レ ビ8：4-13;教 義 と聖 約132：

59参 照)， 義 にか なった生 活 をす るならば

彼の子孫が永遠に神権 を保持す る権利を有

するであろうと約束 されました。(出 エジプ

ト29：9;民 数18：1;歴 代 上23：13;教

義 と聖約68：16-21;84：27参 照)後 に主

は，神権のひ とつの区分あるいは種類をア

ロンの名に ちなんで命名され(教 義 と聖約

107：1-20参 照)， それによってアロンの

献身的な働 きを喜んでおられる旨を示され

たのです。

私には， 自分が神φ前にどれだけ働いて 、

いるかを測 ることは難 しいことです。私は

みたまが霊感や指示や導きを与 えて下さる

微妙 な方法に注意 を払い，祝福 を数 え上げ，

あ.るいは 自分が行なった奉仕の業 を吟味し

評価 しようとします。 しか しなが ら，神権

者 としての働 きが一番良 くわか るのは，自

分の家族の状況 を見る時なのです。 もし私

が神権 を愛 し敬 うならば，私の家族、も同 じ

ように神権 を愛 し敬 うで しょう。アロンの

模範 を見ると， どれだけ見事に神権 を敬 う

ことが可能なのかがわか ります。アロンは，

後の時代 の神権者 とその家族に対 して，素

晴 らしい模範 を示 しているのです。私たち

もアロンのように， 自分に与えられる召 し

を効果的かつ忠実に遂行 したい ものだと強

く思 います。

第10に 進歩の度合 を測 ること。

主はアロンの存命中に， またその後にお

いて も，彼の献身的な働 きを認め られまし

た。アロンのつえを奇跡的に芽 ぶかす ご.と

によって(民 数17：5-9参 照)， そして彼の捧

げたいけにえを聖 なる火で焼 き尽 くす こと

によって(レ ビ9：22-24参 照 〉，神はア

ロンの神権 の権能 を明らかにされたのです。

ビクター ・L・ ラ ドロー兄弟は，ブ リガ

ム ・ヤング大学で古代聖典学の准教授を務

め，ユ タ州 プ白ボにある彼のワー ド部 では

執事定員会ア ドバイザー と日曜学校の教師

を兼任 している。
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ク ・リス マ ス プ レ ゼ ン ト

レ イ ン ・H・ ダ ー デ ン

3人 のインターン生か ら・私はもう良 く

なったので明 日，つ まリク リスマスの

前 日には家に帰 り，休 暇の後で病院に戻 っ

て来 るように と言われていた。私は医長 の

シャーマン先生が後で回診に来 た時に，こ

の うれ しいニュースの最終的な確認をして

くれるだろうと確信 していた。彼はついに

現われて私 のベ ッドの傍 らに立 った。彼の

診察は機械的だった。実際，それはひどく

機械 的だった。

「良 くなっていますね。本当にいいです

よ。」そう言うと，彼は私に背 を向けて部屋

を出ようとした。私が クリスマスのために

家に帰ることについては何 も言わないのだ。

私 は驚きを ぐっとおさえて尋 ねた。

「あしたか ら何 日か帰 って もよろしいの

でしょう.ね?」

私 の言葉の唐突 さが，灰色のまゆ毛 を額

の上 でこころもちつ り上げた動作に表われ

ていた。彼は，ゆっくり答えた。

「お気の毒ですが，少な くともあ と2週

間は無理で しょう。」

彼の声は親切 だった。 しか し，反論を許

さない確固 とした響 きを持っていた。やが

てシャーマン先生の姿が私の視 界か ら消え

た。この何 日かの間ずっとか じりついて き

たひ とつの希望が もろ くも崩れ去 ってしま

ったのだ。

一体 どうい うことなのだろう。こんなこ

とがあっていいものだろうか。その ことが

起こづたのは，伝道に出て1年 と少 したっ

た頃だった。私は召しを受けて幸福だった。

ニュー ヨー ク市 で福音 を教 えるのは，チャ

レンジに満 ちていて楽 しい。それに近頃で

は実 りなるもの も見え始めたのだった。そ

して私は健康 を祝福 されていた。少 なくと
ま ひ

も，2週 間前に右腕が突然数分間麻痺 し，

2時 間以上 も口がきけな くなった時 までは。

私は，原因を調べ るためにブ ロンクスの

病院にかつ ぎこまれた。病院でも，私に何

が起 こったのかだれもつかめないようだっ

た。私は，脳卒 中や，発作や，腫瘍につい

ての会話が ささやかれるのを耳 にした。何

十回 ものいつ果てるとも知 らぬ検査が私 を

ひどく疲れさせ，病 院に入って来た時より

もっと状態を悪 くした。求道者がいる時に

病院で時間を浪費す るとは何たることか。

しか も最初赴任 した地で，このような不可
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解な災難に襲われるとは。

私はユタにいる家族に毎晩のように電話

して，私は大丈夫だから心配することは何 も

ないと言 って安心 させ た。母はす ぐにで も.

飛 んで来 たい様子 だったが，彼 らに余裕が

ないことはわかっていた し， 第一，母が病

院に来たら，私のや る.せなさが募るだけだ。

そんなわけで，私 は病気のこ とを冗談半分

で話 し，なるべ く親に心配 をかけないよう

に した。

ブロンクスの小 さな病院は，神経学の問

題に関す る研究で有名 であるが，その時の

私には地上で最 も寂 しい陰気な場所だ と思

えてならなか った。私は ここで一晩過 ごし

ただけでそれ を確信 した。 日数 が重なるに

つれ， クリスマス休暇に帰るとい う望みは.

私 の苦 しみを耐 えられるものに して きたの

である。ク リスマスの季節のあの うきうき

した気分のこ とを考 える と，退屈や不快が

まぎれるのだった。

「少なくともあと2週 間は無理 でしょう
。」

シャーマン先生の宣告は私の心 に突 き刺さ

り，私の心の中は郷愁の思い と窮極感で一

杯になっていた。子供の頃，私は何 カ月 も

前か らクリスマスを夢みたものだった。そ

して少年になって も，子供 らしい楽 しみが

ほんの部分的に，友人や家族一 そ してイエ

ス ・キリス トへのよ り深 い感謝に取 って代 、

わったにすぎないことに私は気づ いていた。

ベ ッ ドの中で15分 は動かずに横 になって

いただろうか。私はおもむろにラジオに手

が届 くように体 の向 きを変え，スイッチ を

入れた。ラジオは， この病 院に来て以来，
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独 りぼっちの部屋での唯一の楽 しみであ り，

気晴 らしだった。 しか し，ラジオを聞 くこ

とさえ，.私の気持ちを暗 くした。私の失望

は，憤 りと怒.りに取 って代 わっていた。み

じめだった。私はそうした気持ちが私の心

の中の腐 った井戸か ち出てきて，私の個性

を変 えてしまうように.感じていた。

それにもかかわらず，私は頑固にラジオ

を聞いていた。ラジオの音の方が，廊下や

近 くの台所か ら聞こえる日常の音 よりもま

だましだったからである。どの局で もクリ

スマスキャロルを流しているようだった。

幸せな歌声が，喜びを世 界に告 げていた。

歌い手たちは，私に，何度 も何度 も 「休暇

には家ほ ど良い所はない」 ということを思

い出させ た。

私 は喜 びに満 たされていなか っ々。私 信

家にいないのだ。このニュー ヨー クの宣教

師や会員の友人たちの所 にさえいることが

で きないのである。私に とって今年の クリ

スマ スはないようなものだった。

12月23日 は ゆっくりと過 ぎ，12月24日 に

なった。 その 日はク リスマスイブだ った。

病院はシーン と静 ま りか えっている。患者

の多 くは， クリスマスに家に帰 るの を許 さ

れていたのだ。 しか し，私 は違 う。私は孤

独で，小 さく，取 るに足 らない存在なのだ。

私は，心 の中であ ざけ りなが らラジオの

キャロル を聞 き，その夜が早 く過 ぎて くれ

ないかと懸命に念じなが らふさぎこんでベ

ッドに横たわっていた。8時 を過 ぎた頃 ド

アをノックす る音がす る。 ドアが開いて顔

を見せたのは，私が教えた最近の改宗者の



ひ とりであるエ ド・カザコフだった。彼は

抱 えきれないほどた くさんの包みを持って，

ニコニコと笑っていた。そして元気 よく 「メ

リー ・クリスマス」 と言って挨拶 し，包み

を置いて暖 か く私の手 を握 った。

今夜彼を家族 と離れた所で見るのは驚き

だった。今夜はク リスマスイブだが，ユダ

ヤ教では，ハヌー カ祭で，特別 な家族の時

間なのだ。エ ドが キリス ト教 と回復された

福音に改宗 したことが家庭で問題になって

いたので，彼は，家族に引き続き愛 と尊敬

の念を抱き続けているζとを知 らせて安心

させ るために，可能な限 り多 くの時間家族

と過 ごすよ うに していたのだった。

エ ドの顔はその夜，話 している間，光 を

放 っていた。彼の温か さと熱意 とその純粋

な心 は，彼 を24歳 とい う年 よりも若 く見せ

ていた。彼 は教会の仕事や福音に対す る喜

びや， ミューチュアルの友 人や家族に対す

る愛.と関心 について話す間中，絶 えずニ コ

ニ コとほほえんでいた。数時間 もの間，私

たちはお しゃべ りした り，ラジオのキャロ

ルを聞いた り，彼が持 って来て くれた贈 り

物 を開けた りした。贈 り物のい くつかは彼

か らの ものであ り，他 のものは集あた り他

の友人たちか ち送られで辛たりした脚だった。

彼が帰 った後で，私は.，今頃彼は地下鉄

の駅で次の電車 を待 っているのだろうか，

それ とももう車中の人 となったのだろうか

などと考え.なが ら何時 間か を過 ごした。私
ひと け

はまた人気のない部屋 を見渡 したざプレゼ

ン トの包装紙が くずかごか らこぼれ落ち，

ぽつ.んとひ とつ置かれたいすの上には開い

た贈 り物の山があり，私のベ ッドのまわり

には一列に赤 と白のキャンディのス.テッキ

が結びつけ られていた。確かに，私がいる

病室は前 とは異なっていた。 しか し， それ

以上 に異なっているものがあった。私の心

が深 い感動に満たされていたのだ。私の心

は，彼の来訪からぬ くもりを得ていた。・そ

う，永遠に楽 しむことので きる豊かな祝福

を神 に感謝すべ き時に，私はただつかの間

の ことに心 を支配されていただけだったの

だ。

これはエ ドに とって初めてのクリスマス

だ った。そして彼はそれを私 に与えたのだ。

彼の誠意 と愛ある思いや りは真のキ リス ト

教精神の良 い模範だった。彼は私のために

自分を犠牲 にしたのだ。彼は私のことを心

にかけていた。つ まり，ク リスマスの意義

について深 く認識 していたのである。私は

それをずっ と無視 して きたのだった。私が，

得.られ ない と思って悲 しんでいた楽しみは，

真に重要な ものではなかつたのだ。それら

は，それだけの もので，作 り.もので，浅薄

なものだ った。

次の何時.間かの間，私 は暗闇の中に横た

、わり謙 遜 な気持 ちで意味 を考 えなが らラ

ジオのキャロルを聞いていた。私は，海の

向こうの大陸での2千 年近 く前のある夜の

ことを考えていた。私はその夜生 まれた幼

な子の生涯に思いをはせ， その誕生を記念

す る日寮あすに迫 ったことに胸がわ くわ く

す るのを覚 えた。.私はふた りの兄弟たちか

ら贈 られた クリスマスプレゼン トに感謝 し，

安 らかに眠 りについた。
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あるイギ リス海軍兵

の 冒 険 第II部

ウ ィ リア ム ・G・ ハ ー ト リー

騨 彫



ウ ィリアム ●ウ ツドの+代 はイギリス海

軍兵 として幕 を閉 じた。 クリミア，中

国での戦争体験， そして， リトリビュー シ

ョンでの3年 をかけた世界一周の航海を終

え，彼はテムズ河口にあるシェピー島で家

族 との生活 を楽 しんでいた。彼は くつろぎ

の時 を過 ごす と共 に，親戚の人.々との旧交

を暖めた。5年 前彼が教会に入った時には，

それを理解 しようとしなか った人々ばか り

であった。

家に帰 って2週 間してか ら， ウィリアム

は教会の最：寄 りの支部 を訪ねた。ちょっと

散 歩に出かけるのだろうと軽 く考えて妹が

一緒について行 った。ところが着いた先ほ

シェアネスの 「汚い裏通 りにある小 さな2

階 の一室」 で行 なわれていたモルモンの集

会であった。 ウィリアムはそこの支部長や

旧知の会貝たちか ら暖か く迎 え入れられ，

集会の席で海での様々な体験 を話すように

求め られた。彼の言葉 を借りると，「相 も変

わらずモルモンでい続けた私 を見，その話 幽
あ

を聞いて」妹は唖然 としていた。

ウィリアムは除隊の時に俸給 として80ポ.

ン ドをもらっていたが， それには手をつけ

ずに取ってお くために肉屋に職 を求めた。

そ して彼の雇い主 とな ったのは，何年か前，

エ リザベス
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末日聖徒になった ということで彼を首に し

た，モール ドンのあのブラクソール氏その

人だったのである。 ウィリアムはモール ド

ンに戻 り，そこで1年 間働いたが，その間片

時も忘れず彼の胸中にあったのは， シオン

への移住，そ して妻 となる人を見つける と

いうふたつの 目的であった。

ウィリアムがモール ドン支部の支部長の

娘で，16歳 になる魅力的な女性，エ リザベ

ス・ジェン トリーに恋心を覚えたのは，1862

年 の初めの頃であった。彼女の母親は1853

年 に，エ リザベスは1854年 ， そして鍛冶職

の父親はその翌年に，それぞれ教会貝 と.な

った。ジェン トリー兄弟 とウィ リアムは同

じ年 にバ プテス.マを受 け，ウィ リアムが海

軍に入る前は，共に祭司としてモール ドン

近辺 を説教 して回った間柄であった。

ウィリアム とエ リザベスは婚約 をしてか

ら， シオンへの移住について，巡回長老の

フランシス ・M・ ライマ ンに相談 した。.ラ

イマ ン長老は後に十二使徒評議 貝会の一員

となった人であるが， このふた りに当時彼

が組織を進めていた移民団に加 わるよう.に

薦めた。

ふた りはロン ドンで移民団に加わる他の

聖徒たちに合疵 し，そこか ら リバプールへ 、.

行 き，教会の移民組織が特別にチャ「 ター

しておいたウィリアム ・タプス コヅ ト号 ど.

い う船 に乗 り組 んだ。 この航海でこの船に

はイギリス，デンマー ク， スウェーデンか

ら800を 数 える人々が乗 り組んだが， その

規模は末 日聖徒 の移民団の中で も最大の も

ののひ とつであった。 ウィリアムはこの時
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の模様をこう書レ〕ている。「ありとあらゆる

種類の台所道具 を抱 え.て乗船す る人，わら

製の寝具 を頭に乗せで運ぶ人，様々な荷物

や 食物を入れたかごを手に した人，その様

子は とても面 白い ものであった。古びた家

具……先祖 の肖像画 まで持 っている人もい

た。」

しか し，人々が特に任命 された管理長老

を頭に幾つかのワー ド部に分け られ， わず

かな間に整然とまとめられてい く様は， ウ

ィリアムに とって驚 く.べきことで あった。

「モルモンでなかったら
，これだけの数の

人が こんなにも整然 と落 ち着 くということ

は とて も考えられないことである」 という

のが長 い海上生活を経験 した彼の見方であ

る。「主のみたま以外にあのような一致 した

状態 を生み出すことはできない。」船がリバ

プールを出航 したのは1862年5月13日 の こ

とであらたb

.各家族にワー.ドティーチャーが割 り当てら

れ，ウィリアム もライマ ン長老か ら， エ リ

ザベスを含めて7人 の世話 をするようにと

責任を与えられ た。ウィ リアムは彼 らに配

：給 される食糧の確保，調理 の準備な ど，ほ

かに も彼.らに必要なことを行なった。悪天

候 と船酔いの連続の遅々 とした航海 も，6

週.問目にニュー ヨー クのキャッスルガーデ

ンに着 いて終わ りを告げた。移民団は検疫

を無事通過.し，汽車でセン トルイスへ向か

った。当時アメ リカは南北戦争が激化 して

いる時で，「私たちは何度 も旅程 を変更 し，

乗 り換 えを余儀 な くされた。ある所では貨

車に押 し込 まれたこ ともあった。その貨車



とい うのが豚 を運んでいたもの で，掃除 も

されていないのである。それか ら何 日か私

たちは鼻 と言わず 口と言わず，そのほこりに

苦 しめ られ，息が詰 まる.ような思いだった。」

ミズ「 リ川で彼 らは1隻 の小型蒸気船に
'乗 り換えた

。 ところがカウンシルブラフス

の近 くに着いたのは真夜 中であった。あた

りが真っ暗闇のためか，気がせ く人々の下船

と荷下 ろしは大混乱に陥った。夜が明けて，

疲れ切 った彼らは散 らばった荷物の中か ら

自分の物 を探 し出 し，教会の移民団のため

の野営地に集 った。.そこで彼らは移住の責.

任 者 ジョセブ ・ヤングの指揮の下 に，10人`

隊，50人 隊，100人 隊 に組織 された。ウィ リ

アムは軍隊での長い経験 を買われて警ら隊

の隊長を命 じられ た。

荷を運ぶ車や家畜の準備，荷物の積み込

み，食糧の買い入れ と保 存のための荷作 り，

御者の.訓練 と， なすべ きことは数々あった。

それ らの準備に追われていたある時，..その

野営地は ものすごい嵐に襲 われ，激 しい風，

滝の ように降 る雨，そしてす さまじい雷に

見舞われた。驚いた家畜は先 を争 って逃げ

出し，大 きな被害 をもたら.した。雷 では少

な くともふた りの聖徒が死亡 し，ほかに も

幾人かが重傷 を負った。あふれ出た奔流で，

渓谷は所によ.って.3メ ー トルもの深 さに達

した。この嵐の時，警ら隊隊長のウィリア

ムは，ぼろぼろのテント.の中で，ある姉妹が

出産するのを手助けするように頼 まれてい

た。 この母子はユ タにおいて彼の終生の友

となった。移民団が嵐の被害か ら立ち直 る

までには213日 .を要 した。そ してその激

流に飲み込 まれた多 くの荷物はそのまま失 ・

われて しまった。

家畜の扱いが上手 なウ ィリアム を見込ん

だ クーパー兄弟 とい う人が，調教師 とユタ

までの御者役 として彼 を雇 った。その代わ

りにウィリアム とエ リザベ スをただで運ん

でや るという条件であった 。 ところが数 日

の内に， この雇 い主は，シオンに行 く気は

ない，近 くで農場をや るが それを手伝わな

いか と言い出 して きたのである。ウィリア

ムはこれを断わ り，エ リザベス とふたり食

糧 も水 もないまま車力・ら追 い出されてしま

った。.

立 ち往生 していたふた りにとって幸運な

ことに，ちょうどその夜， ライマ ン長老 と

チャールズ ・C・ リッチが西の方か ら来て，

そこを通 りかか った。彼 らはウォーデル と

い う家 族の人々 とかけ合 って，.エリザベス

を40ド ルの代金でユ タまで乗せていっても

らうように手はず を整 えた。 ところが ライ

マン長老はウィリアムに， フロー レンスま

で戻 って，D・F・ キンボールの荷物運搬

隊の援助をして欲 しいと言われ，心 ならず

もしば しの別れ とい うことになって しまっ

1た ・
「婚約者 と別れて

， もと来た道 を引き返

す， これほど辛 い試 しはなか ったと思 う。

しか し，私は心 を抑 えて彼女に別れ を告げ，

全財産の半分 をその手に握 らせ ると4輪 馬

車に乗 り， そこを後にした。私の心は悲 し

み と， これか ら先 どうなることや らという

気持 ちで一杯だった 。 リッチ兄弟は涙に く

れ る私 を見て， 元気 を出し，信仰 を持てば
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すべ宅 うまくい くと言って くれた。」

そしてその旅の第一夜の野宿の時，ウィ

リアムはほかのふた りを抱腹絶倒 させ るこ

とをしたのである。そ してそれは後々 まで

話の種 となってしまった。ウ ィ.リアムが眠

るために着替 えを出そ うと荷 の中に手 を伸

ば したのだが，彼が取 り出したのはレース

のふちどりをした婦人用の服 だったのであ

る。ふた りの同僚 は笑い転げた。ウィ リア

ムは自分の荷物 とエ リザベスの荷物 を間違

えて持って きてしまったのである。.しか し

ウィリアムは幸運 だった と言えるかも知 れ

ない。 と言 うのは3カ 月の間，同僚 たちが

固い地面の上 で寝ていた時に， ウィリアム

は荷車の車輪 の間に水兵用のハ ンモ ックを
つ

吊って， ゆっ.くりと休むことがで きたので

ある。雨 の夜 ヒはハ ンモックに身 を横たえ

て，厚地の布 をかぶ るだけでよかった。

移 り変 わる風景 も旅 も， 日ごとに退屈な

ものとなった。チムニー ・ロックの辺 りで

は牛が何頭か病気で死んでしまい，1日 に

進む距離が落 ちて しまった。ウィ リアムは，

ユ タにたどり着 くことも，エ リザベ スに再

会することも， もうかなわないのではない

か と考えるようになった。

しか し10月 のある土曜 日， ウィ リアム と

その一行 は， グレー ト ・ソル トレークに沈

む美しい夕 日と，眼下に広がる碁盤 目状 に

区切 られた美 しい街に 目を奪 われなが ら，

ソル トレー ク ・シティー を見下 ろす小道を

下ったのである。街に近づいた所で，近 く

の小屋の住人でウ ィリアムに手 を振 る人が

いた。それはエ リザベスと一緒にユ タに来
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た ウォーデル姉妹 であった。ウィリアムは

彼女の.所に駆け寄 り話を聞 き， 自分の期待

が ものの見事 に裏切 られて しまったことを

知 っためである。彼女の話によると，エ リ

ザベスの彼へ の思 いは とうに冷え切 り，一

夫多妻 をしているある男性 との結婚 を思 い.

立 った というのである。

「私は雷に撃たれたよ'うな思い『がした」

と彼は後 になって書いている。打 ちひ しが

れ却彼は隊の一行 と峡谷をさらに進んで街

まで行ったが，夜になってウォーデル家へ

取 って返 し.た。婦 人は 自分の娘 と結婚 しな

いか とウィ リアムを説得 したがガ彼の耳に

は入らなかった。そしてこう言ったのであ

る。「決心 しました。私は昔のあの愛を取 り

戻 して見せ ます。」

モニル ドンか ら来た友人たちがセンター

ビルに住んでいたので， ウィリアムは彼 ら

に会 うために，週が明けるとす ぐ20キ ロ近

くの長 い道の りを徒歩でそこに向か った。

着 いたのは夜 であった。そして 「跳び上が

るほどにうれ しかったのは，私の心の人が

手作 りの長いすに横になって眠っているの

を見た時 です。身.なりはまった くひどいも

のでしたが， それでも元気そ うで した。目

を覚 ま.した彼女の喜びようもひと通 りのも

のではあ りませんでした。」それか らエ リザ

ベ スの話 を聞 くと，ウォーデル姉妹は彼女

を自分の息子 と結婚 させ ようとしたが，断

わ られると，ユ タまで連れてきた代金の40

ドルを全部払 うまでと言 って，衣類や寝具

をすべ て差 し押 さえ，追 い出 して しまった

というのである。それか ら， ウィリアムを



自分の.家の者 と結婚 させ ようとして，エ リ

ザベスの愛はもう冷 えてしまったなどとい

う話 をでっ.ちあげたのである。

ウィリアムは ソル トレー ク ・シティーに

戻 り，スプ リングビル.まで車 を駆 り，そζ

で3カ 月分の給料を受け取 った。そして も

う一度 ソル トレー クへ歩いて行 き.，40ド ル

の支払いを済ませ， 自分 とニ リザベ スの荷

物を持 ってセンタービルへ帰った。それか

ら2週 間，かねて婚約 していたふた りは結

婚 したのである。

ふたりは「生懸命働 き， レンガ造 りの素

晴 らしい家 を持つ までになった。 ソル トレ

ー クで始め た肉の商売 も繁盛 し
，1867年 に.

はエ リザベ スの家族が移住 して来 るための

費用を都合 してや ることもできた。 しか し.

その翌年には， ア リゾナ植民 という大変な.

使 命を果たすたあに，家 も仕事 も手離す.こ

とになった。4年 後，召 しを終えて帰 って
うが

来た時には無一文の状態で，山腹 を穿 って

.作 った粗末な所に寝起き.した。そしてそこ

からは，かつて彼らの物だった家が見えだ

のである。

そして歳月が流れていったが，1880年 ，

ウィ リアムは再び うまくいっている商売 と

育 ち盛 りの子供たちを後に して，イギリス

への伝道の召しに応 えたのである。 その召

しも終わ り近 くになった頃，彼はちょっ と

違 った意味ではあるが，成功 した伝道の例

について述べ ている。

「私は父母，兄弟な ど愛する人々に福音

を宣べ伝 えた。身内の中でそれ を受け入れ

た者はひ とりもいなか ったが，彼 らもその

うんばく

教 えが 論駁できないものであるということ

を認め ざるを得なかった。彼 らは27年 前に

は私の将来についてとやか く言ったが，今

ではそれが的はずれな ものであったと感 じ

ている。……親戚 の者たちも皆，私だけで

な く一緒に訪問 した長老たちに対 しても，

手厚い もてなし をして くれた。神 はそのこ

とで彼 らを祝福 して下 さるに違いない。」

6年 後，彼は召 しを果 たして帰還 した。

エ リザベ スは42歳 の時に13番 目の子 を産ん

だが， 日を経ず母子共にこの世 を去 ってし

まうた。後にウィリアムは再婚 し，家族共

共カナダへ行 き，そこで名 を成 した。ウッ

ド家の名は手広 い牧場経営 とかん詰め業で

知 られている。 ウィリアムの息子のエ ドワ

ー ド・」は長年の間ステー キ部長
，アルバ

ー タ神殿の神殿長の職にあった
。

ウ.イリアムはこの世 を去 る前の年，改宗

者，水兵，開拓者，宣教師 としての 自分の

経験 を通 して，教会の若人が 「それまで福

音 を学んできた場 を離れ ざるを得な くなっ

ても・∵…放縦 と悪につ ながるいかなる誘い

にも屈することのないように」 とい うこと

を学んで くれ るように とい う思いを込めて，

波乱に富んだ生 涯 を記録 した。「神のしも

べか ら福音を宣べ伝えるように召された時

でも，戦争の恐怖に囲まれた時であっても，

常に祈 りな さい。あなたの永遠の父なる御

方に心 の中で祈 りをささげ るとい うことを

決 して忘れずに。神はあなたをお見捨 てに

はならない。」
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r

吊■者の

クリスマス

12目 こは･す くい主のた姓 を･
おいわい します が,予 言者ジ ョ

セフ･ス ミスも,り805年12月23日 に,

生まれています。予言者,そ して教
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会の大管長となってから,ジ ョセフ･

スミスは,ど んなクリスマスをすご

していたのでしょうか。予言者の日

記を,よ んでみましょう。
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1846年･ま だノプ ーに住んで い
た ころ,父 は,家 の まわ りに,

ホ ー ス ラデ ィ ッシ ュ を作 って いて,

近 所 の ひ ょ うば ん だ った 。 私 は,ホ

一 スラデ ィッシュのにお いをか ぐと,

父 とイ リノイの家 を思 い出す 。

家 が焼 きは らわれ,私 たち家 ぞ く

は,ノ ー ブー を追われた。父は,し

轡盟認謬轟⑳ テッド･シ ール
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か しいにおい をか ぐと,ぱ っ と顔 を

かがやかせ た。そ して,父 が帰 って

きたのか と,あ た りを見 まわ した。

しか し,し ば ら くす る と,母 の顔か

らかがや きが消 えた。母 はそ まつ な

ベ ッ ドにす わ りこん で,な きだ した。

その夜 は,ホ ー スラデ ィッシュは

食べ なか った。いっそ うさび しさが

か きたて られ るか らだった。

夕食の ときは,だ れ もが 口数が少

なか ったが,な ぜ母が なみ だ をなが

す のか,妹 たちには わか らなか った。

よく朝,私 が 目をさ ます と,母 は

もう,ホ ー ス ラデ ィッシュ をみ んな

かめ につ けこんで しまって いた。私

たちは,父 が帰 って きて,ま たみ ん

なで くらせ る ときまで,そ れ を とっ

てお くこ とに した。

秋がす ぎて冬にな り,川 面 をつめ

たい風がふ き始めた。病 と熱病が ウ

ィンター クォー ター スをお そった。

春が くるまでに,丘 には600以 上 も

の,は かが立 った。大半が子 どもの

はか だ った。

私 たちは,外 で遊んだ り,イ チ ゴ

をほ した りしてす ご した･。麦や ミル

ク,卵 などを,も らうこと もあ った。

ウ ィンター クォー タースに着 くのが

おそか ったので,私 た ちには,野 菜

58

の しゅ うか くが なか った。

初めの うち,だ れ もそんな こ とに

は気 を とめ なか ったが,マ ラ リヤや

毒 血症 が 出は じめ る と,し ん こ くに

考 えは じめた。大ぜ いの子 どもや大

人が死んだ。私 たちは何度 も何度 も

祈 った。｢す べ て は善 し｣と 歌 う と

きには,み た まを強 く感 じた ものだ

った。

昼 は まだ よか ったが,夜 は大へん

だ った。母 と妹 たち と私は,ひ ざま

ずいて祈 った。来 る夜 も来 る夜 も,

母 のせ きを聞いてす ごさなければ な

らなか った。

秋には,だ れ もが｢ク リスマ スが

来 れば,い い ことがあ るよ｣と 言 っ

た。 しか し,ク リスマス まで あ と1

日か2日 にな って,母 はほん とうに

舩

コ

コ
ら薦
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ア ントニオは･2年 生のお友だちと･
校ていのすみで,お しゃべりをし

ていました。アントニオは,大 はしゃ

ぎです。

リタが,く ちびるにゆびをあててい

いました。｢し っ,し すかに。ロマ先生

にきこえぢやうわよ。｣

｢そうだよ。けいかくしなくちゃあ。｣

エドアルドが,い いました。

｢なんのけいかくだい。｣ア ントニオ

が,た すね ました。

｢ロマ先生にあげる
,ク ∪スマスプ

レゼントのけいかくよ。先生を,お ど

ろかせたいわね。｣リ クがいいました。

｢大きなプレゼントを,あ げようよ。｣

パブロがいいました。

｢でも
,お 金がないし。｣とエドアル

ド。

すると,イ ザベルがいいました。

｢わた しのおねえちゃんが,ケ ーキ

をやいてくれるわ。パンやさんで,は

たらいているんですもの。｣

｢じ ゃあ,ぼ くたちはろうそくをも

ってこようよ。ロマ先生のケーキには,

きっとろうそくがたくさんいるよ。｣

パブロがいいました。

｢わたし,赤 いのをもって くる。｣

リタがいいました。

｢ぼく ,み どりの。｣エ ドアル ドも

いいました。
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ク リス マ ス メ ッセ ー""

清い愛で結ばれるように
日本･韓 国地域代表役員

菊 地 良 彦

主 イエス'キ リス ト様のお誕生 日をお祝
い申し上げます。

私たちの救い主 イエス･キ リス ト様が百

合咲 く彼方,ベ ツレヘムで世の救 い主 とし

てお生 まれになられた とき,天 の軍勢が御

使い と共に天父を讃美 して歌いました。

｢い と高きところでは
,神 に栄光があるよ

っに,地 の上では,み 心にかな う人々に平

和があるように｣。(ル カ2:14)

その 時,地 球の反対側,す なわち,現 在

のアメ リカ大陸で も,そ の しるし,救 い主

の降誕が示 されたのです。

予言者 ヒラマ ンの孫のニーファイに救い

主は次のように言われ ました。

｢『頭 をあげよ。元気 を出せ 。予言の成就

する時は近づ きた り。今夜そのしるし現 わ

るべ し。われはわが聖 き予言老 らの口を借

りて言い伝えたるすべ ての事 を必ず成就せ

しむることを世 の人々に証明せんために明

日世の中に来らん。われが 自分の民の所に

来 るは,わ れが世の始め よりこのかた世の

中の人に示 したるすべ ての事 を成就 し,御

父のこころも子のこころも行 うため なり。

われは神の力にて身ごもりたる故 に御父の

こころを行 い,ま たわれは肉体 をもつ故に

子 のこころを行 う。見 よ,時 は近 し,今 夜

その しるしを現わすべ し』 と仰せ になった。

ニーファイの受けたこの言葉 は言われた通

り本当に事実 となった。すなわち,日 が入

って も暗 くならず,夜 になっても暗 くなら

なかったので民は驚いた。予言者たちの言

葉 を信 じなか った多くの人々.は,こ れを信

ず る人々 を殺そ うとして企 てた大 きな策が

今は破れて しまったこ とを認めたので地に

倒れて死んだようになった。予言の通 りに

しるしがす でに現われたので,民 は神 の御

子(イ エス･キ リス ト)が 間 もな く現われ

たもうに違 いないことを悟 った。.要す るに

北の地に も南の地に も西の境から東の境に

わたって,人 々は皆 驚い て地 に倒れた。｣

(IIIニー ファイ1:13-17)

この主は,1820年 の 早春,天 父なる神様

と共に,少 年ジ ョセブ･ス ミスにお現われ

にな り,こ の末 日聖徒 イエス･キ リス ト教

会,す なわち,イ エス･キ リス ト様御 自身

の教会 を再設立(1830年4月6日)な さっ

たのです。

この主が,天 の軍勢 と共に,再 び,戻 っ

て来 られることを,私 たちは知 っています。

イエス様が,再 び,お 帰 りになられるまで,

私 たちの 日本に｢エ ノクの市の姉妹都市｣

す なわち,シ オンのステーキ部が何百 と組

織されるように頑.張 りましょう。 また,私

たちの家庭がより｢清 く｣な るように努力

しましょう。神様 の清い愛で固 く結ばれる

よう1こ…。。･o

イエス･キ リス ト様 とい う｢聖 い鏡｣の

前 にいつで も何 らは じることなく立てるよ

うに,主 の聖 い教 えを基 として力強 く生 き

ましょう。

イエス･キ リス トの御名によりお祈 り申

し上げます。アー メン。

62



E9

。専

弘

q
毒

匂

4
勲

鐸

㌶

q
o
薯

鐸

集

迂

ん
阜

を

覚
盒

コ
慰

[
2
量

窪

､窪

身

蝿

蛍

騰

｢冥

ω
製

竈
｣

1
4

〈
キ
･
〈
E
∠
､1

τ
a
自
寸

×
レ
ヱ
帖盲
τ車

=▽
狭

↓

×

白
ギ

･
×

丁
レ

謁

竈

日
率

V

一
-

V
l
囮
肖
叫宙
丁
図

母
田
鼎
躁
軍
革

脇
当

。q
§

⊥

o
薯

窪

毎
盟

翠

､》

留

ぞ
準

コ

M
密

逸

圧

鵬
宙

雛

剴

袈
ホ

○

○

國

､γ
乙

φ

窪

臨
尋

藤
由

㌧牙

顎

◎

。ゑ

率

q
》

つ
臼

射

辞
黛

叢

口三
6

早

茸

影

屯

膿
堕

受

γ
･背

コ

々
Y

⑦
M

黒

q
呈
◇

。
q
§
⊥

吾

4

團

窪

身

6
爵

尋

単

､冒

興

､聖

ω

Y

⑦
M

十
◇

(享

払
劉

轡

黛

払

4
身

3

)

貼

忌
⊥

〉

つ
》

融

η

吾

､尋

o
ア

4

⑦
蝦

卑

餌

､蛛

冥

男

､曝

美

-

些

×

､蝿
葦

､蛛

d

ー

ム
◇

。c
f

つ

3

遅
畔

q
別
)

》
)

留
ぞ

翠

》

つ

ぞ
壷

霞
畢

⑦
集

q
4
｢

》

融

0

吾
秘

コ
牌

蝉

鎌

宵

ω
国

否

､弘
嬰

ω
3

昂

立▽
轟

竈
◇

。
q
き
⊥

》

レ
皿

コ
軍

業
妥

臼
碁

導

ω

4
身

望

互

γ
醸

畢

量

王
･⑦
劔

4

]
管
γ
･髪

コ
集

マ

｣
◇

､ 。
}

焔
し

コ
覇
菊

管
羊

圏

コ

躍

ぞ
耐

劉
◇

。
U
§
⊥

雛
響

こ
コ

切

璽
裂

忌

9

3

。4

γ

吾
やギ
q
卿田
刊到
ぞ

q
財

ρZ
}
ダ
吾

粒
π7
7
出車
唱蔭
ω

～り

尋
望

効

ぐ
ー

レ
蛋
4
1

a

ω

]冥

⑦
謁

竈
L

労

登

購

剴

｢
菓

ω

謁

語

｣

}つマ腿鎖`騨0∠虫7寺寧駐雪ブ45

。4し訂中i謝

Y鐸準寧1⊃瞬⊇詳1誉畢阜際`弘(ぞ4溜

4勲誉尋贈士醐[含瓢･り'寧駐誉ゾ45

。マ(潔雷畢拙哉(〃穿誉4r=[4
･×4:∠･ム

･V･4r一=4穿§浸⊃1認酎=十⊃1辛

`千隈尋針準)
.｢2営一(∂》智尋弓菖

事圓`躍罪醤マ45･一ムーΨ･04

し(ぎ⊃閣〔(〃首考;ミラ営嘉一影Y十1斗峯鷺

方9乙61`弘等¥雛目0碑り4圏日晋

。管嚇字鵜壬(〃Yεアに1

幽(〃ぞ甥卑4一#ん/所4･･ζ詞一τ

。4し(ぎ⊃田(〃一6〃4μ忌腿稲覇》

聯`別)'〕:～菖ミラ尋営摯;一鴇Y十二}.

。(彦q)つ

潮興)一つマ醤輩盈`一≠Eぐんミニ尋

菖量阜聯葦章6一ご窄1[劉毒乙⑦裂書`丑

郵畢激(〃2昂雪古随雰¥〃τ`醤粛黍

¥万陥≠添∩よ。マ･へ).η(ゴ畷}つぞ

昇～圏勢(〃旦瑳漁¥寧騨?給蔭畢つ浸(〃

受'扉♀浸

]号普号尋1巨事一一･蠣Y十:}

穿普∀ζ6･一△一Ψ･o








	表紙

	目次

	大管長会ﾒｯｾｰｼﾞ　ﾅｻﾞﾚのｲｴｽ　ｽﾍﾟﾝｻｰ・W・ｷﾝﾎﾞｰﾙ

	主を敬う

	祈りつづけなさい　H・ﾊﾞｰｸ・ﾋﾟｰﾀｰｿﾝ

	兄が示してくれた愛

	真夜中の警告

	ﾊﾞｰﾊﾞﾗ・B・ｽﾐｽ奉仕の召し、喜びの時

	心はずむ扶助協会
	アロン

	ｸﾘｽﾏｽﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ

	あるｲｷﾞﾘｽ海軍兵の冒険

	小さなお友だちへ

	ローカルページ




